
*** 彩の国さいたま

埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第248集

深谷市

上敷免北遺跡

県道深谷妻沼線関係埋蔵文化財発掘調査報告

2 0 0 0 

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団



序

埼玉県は、「環境優先•生活重視」、「埼玉の新しいく

にづくり」を基本理念として、豊かな彩の国づくりを

推進するため、種々の施策を講じています。

その中のひとつとして、快適て‘うるおいのある生活

空間の形成のために、 「県内 1時間道路網構想」を策定

し、高速道路、地域高規格道路、インターチェンジに

アクセスする道路、都市内街路などの、幹線道路から

生活道路に至るまて、体系的な道路網の整備を推進し

ています。その一環として、県道深谷妻沼線の深谷市

明戸地内において拡幅工事が行われることとなりまし

た。

工事用地内には、埋蔵文化財包蔵地が所在しており、

縄文時代から近世にわたる遺跡てあることがわかって

いました。

その取扱いにつきましては、関係諸機関が慎重に協

議を重ねてまいりましたが、やむを得ず記録保存の措

置が講じられることとなりました。調査につきまして

は、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課の調整によ

り、道路建設課の委託を受け当事業団が実施しました。

深谷市は、多くの遺跡が所在する所として知られて

おりますが、特に明戸地区周辺は、早くから弥生時代

の再葬墓が発見されるなど、学史においても注目され

てきたところて‘‘す。近年ては、国道 17号線深谷バイパ

スの工事などに伴って多くの遺跡が調査され、縄文・

弥生時代から古代にかけての集落の変遷が明らかにさ

れるなど、多くの成果が得られています。

今回の発掘調査ては、縄文時代を中心として近世に

わたる遺構、遺物が検出されました。

本書が埋蔵文化財の保護、学術研究の基礎資料とし

て、また、埋蔵文化財の普及や教育機関の参考資料と

して、広く活用いただければ幸いて‘‘す。

最後になりましたが、発掘調査に関する諸調整にこ‘

尽力をいただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課をはじめ、道路建設課、同熊谷土木事務所、深谷市

教育委員会並びに地元関係者の方々に厚くお礼申し上

げます。

平成 12年1月

財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、深谷市に所在する上敷免北遺跡の発掘調

査報告書て‘‘ある。

2.遺跡番号、略号、代表地番及び発掘調査届に対す

る指示通知は、以下のとおりてある。

No.60-119 

JSKMNKT 

深谷市明戸77 2番地2他

平成10年1月30日付け教文2-182号

3.発掘調査は、県道深谷妻沼線拡幅事業に伴う事前

調査て‘‘あり、埼玉県教育局生涯学習部文化財保護

課が調整し、道路建設課の委託を受け、財団法人埼

玉県埋蔵文化財調査事業団が主体となり実施した。

4.本事業は、第 I章の組織により実施した。本事業

のうち発掘調査については、栗島義明、吉田稔が担

当し、平成10年2月1日から平成10年3月31日ま

て実施した。整理報告書作成作業は木戸春夫が担

当し、平成11年10月1日から平成12年1月31日ま

て実施した。

5.遺跡の基準点測量は、新日本航測株式会社に委託

＿
 
一一一饂
した。

6.発掘調査時の遺構写真撮影は各担当者が行った。

遺物写真撮影は大屋道則が行った。

7.出土品の整理・図版の作成は、桜井元子の協力を

得て木戸が行い、縄文上器は市川修が行った。

本文の執筆は、 I -1を埼玉県教育局生涯学習部

文化財保護課が、 IIを桜井が、 IV-1を市川が、そ

れ以外は木戸が行った。

8.本書の編集は木戸が行った。

9.本遺跡に関する刊行物は、当事業団年報18等があ

るが、内容については本書が優先する。

10.本書にかかる資料は平成11年度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが保管する。

11.本書の作成にあたり下記の方々からご教示、

力を賜った。記して謝意を表します。（敬称略）

古池晋禄

山田裕一

青木克尚 知久裕昭

ご協

橋本利乎



凡例

1.遺跡全測図におけるX・Y座標値は、国土標準平

面直角座標第VI系に基づく座標値を示す。また、

遺構図における方位は、全て座標北を示している。

2.グリッドは1omx1om方眼て‘設定し、グリッドの

呼称は、北西隅の杭番号てある。

3.遺構図及び実測図の縮尺は、原則として以下のと

おりてある。

遺構図竪穴住居跡•井戸跡・土猥…1/60

溝跡…1/80

遺物図 土器…1/4石製品・土製品・拓本・・1/3

上記に合わないものに関しては、スケール及び

縮尺率等をその都度示している。

4.全測図等に示す遺構表記の略号は以下のとおりて‘‘

ある。

s J・住居跡 SE•井戸跡 SK•土横 SD ・溝跡

遺構図中のドットは、遺物の出土位置を示す。

5.包含層出土の縄文土器の図版てゞ、遺物番号の下の

記号は遺物の出土場所を表し、 T3は3区出土を

意味する。特に表示の無いものは2区出土の遺物

てある。

6.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位mて‘ある。

7.遺物観察表の内容は次のとおりてある。

．胎土は、肉眼観察て次のように示した。

A•赤色粒 B•石英 C・長石 D・角閃石

E• 白色粒 F・白色針状物質 G・雲母

H•砂粒 I・片岩 J・礫

・焼成は、肉眼観察によって以下の分類とした。

I…良好 II…普通 III…不良

・色調については、小林・竹原「新版標準土色帖」

1992に拠った。

9.本書に掲載した地形図は、以下のものを使用した。

国土地理院 1/25000地形図「深谷」

近世遺物実測部位凡例
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1 発掘調査の概要

1.調査に至る経過

埼玉県は関東地方の中西部に位置し、県全域が都心

から100kmの圏内に含まれる。県ては快適て‘うるおい

のある生活空間の形成のために、道路網の整備を進め

ている。「県内1時間道路網構想」を推進し、高速道

路、地域高規格道路インターチェンジにアクセスする

疇、都市内街路などの、幹線道路から生活道路に至

るまて‘‘、体系的な道路網の整備計画て‘ある。県道深谷

妻沼線の整備もこうした事業の一つてある。

麟建設課から県麟谷妻沼線の建設に先立ち、平

成9年1月23日付け道建第337号て‘‘、文化財の所在及

びその取扱いについて、文化財保護課長あて照会があ

った。それに対して文化財保護課は、平成9年6月26

日付け教文第482号て、、概ね次のような回答をした。

1 埋蔵文化財の所在

工事予定地内の深谷市明戸地内の該当個所には、周

知の埋蔵文化財包蔵地が所在します。

名称種別 時代

上敷免北遺 集落跡 縄文・古墳・奈
跡 (60一 良・平安・中世・

119) 近世

所在地

深谷市大字
明戸

2.発掘調査・報告書作成の経過

発掘調査

上敷免北遺跡の発掘調査は平成10年2月1日から3

月31日まて実施した。調査面積は1,100m'てある。調査

は便宜上調査区を 6区に分割して行った。

2月 現地て事業者と打ち合わせを行い、調査範囲

等について確認する。その後現場事務所を設置する。

調査区は、道路際にあるため安全確保のための囲柵工

事を行い、表士掘削に入る。

2月前半調査は 3区から行った。遺構確認を行った

ところ、竪穴住居跡1軒、溝1条、河川跡が検出され

たが、攪乱が激しく遺構の殆どは壊されていた。続い
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2 取扱いについて

工事計画上やむを得ず上記の埋蔵文化財包蔵地の現

状を変更する場合は、事前に文化財保護法第57条の3

の規定による発掘通知を提出し、記録保存のための発

掘調査を実施してください。

その後、道路建設課と文化財保護課との間て可又扱い

について協議を重ね、現状保存が困難て‘あり、記録保

存の措置を講ずることになった。

発掘調査の実施機関て‘ある財団法人埼玉県埋蔵文化

財調査事業団と、道路建設課・文化財保護課の三者て‘‘

工事日程調査計画・調査期間などについて協議し、

平成10年2月1日～3月31日まての期間、発掘調査を

実施することとした。

文化財保護法第57条3の規定による埋蔵文化財発

掘通知が埼玉県知事から提出され、第57条1項の規定

による発掘調査届が、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査

事業団理事長から提出された。発掘調査に係わる通知

は以下のとおりてある。

平成10年1月30日付け教文第2-182号

（文化財保護課）

て4区の調査に入った。 4区は、土墟1基、溝1条及

び河川跡が検出された。 3区、 4区ともに遺構写真撮

影の後、平面図を作成して終了した。なお、平面図の

作成と並行して調査は5区に人った。

2月後半 5区ては土猥1基、溝跡2条及び調査区西

側て礫の集中1箇所を検出した。これらの遺構を調査

し遺構写真及び図面の作成が終了したのは下旬て‘‘あっ

た。 5区の調査開始よりやや遅れて 2区の調査を開始

した。 2区も攪乱が激しく、検出されたのは井戸跡1

基土横1基、溝跡1条て‘あったが、縄文時代の遺物

包含層があり、遺物の出土鼠は多かった。調査の後、



5区に続いて写真撮影を行い、図面の作成が終了した

のは3月に入ってからてあった。

3月前半 2区の図面作成と並行して 1区の調査に入

った。 1区は今回の調査区の中ては遺構の密集度が高

く、土渡1但且溝跡1条、ピット多数、河川跡の他に縄

文時代の遺物包含層を検出し、遺物も比較的豊富て‘あ

った。図面の作成を終えて 1区の調査を終了したのは

半ば過ぎてあった。図面の作成段階て‘調査の主力は残

された6区に移っていった。

3月後半 6区は溝跡が多く、土渡3基、溝跡7条、

ピット数基という調査内容てあった。半ばから後半か

けて遺構の写真撮影を行い、図面の作成を終了したの

は下旬にかかる頃て‘‘あった。調査終了の後、埋め戻し

囲柵の撤去をして 3月末に全ての調査を終了した。

整理・報告書作成

整理・報告書作成事業は、平成11年10月1日から平成

12年1月31日まて実施した。 10月前半に遺物の接合・

復原を行い、作業の済んだものから実測、拓本取りを

行った。続いて実測図のトレースを行い、遺物写真撮

影は11月前半に行った。並行して遺構実測図、写真等

の記録図面類を整理し、第2原図を作成してトレース

を行った。 11月中旬から版下の図版組み、原稿執筆、

割付を行って11月末には割付を完成した。その後、入

稿し 3回の校正を行って、 1月末に本書の印刷を終

了・刊行した。

3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団

(1)発掘調査（平成10年度） (2)整理事業（平成11年度）

理 事 長 荒井 桂 理 事 長 荒井 桂

副 理 事 長 飯塚誠一郎 副 理 事 長 飯塚誠一郎

常務理事兼管理部長 鈴木 進 常務理事兼管理部長 広木 卓

く管理部〉 く管理部〉

専門調査員兼経理課長 関野栄 副部長兼経理課長 関野栄

庶 務 課 長 金子 隆 庶 オマヵ欠 課 長 金子 隆

主 木旦 田中裕― 主 任 田中裕―

主 任 長滝美智子 主 任 江田和芙

主 任 腰塚雄― 主 任 長滝美智子

主 任 江田和美 主 任 福田昭美

主 任 福田昭美 主 任 腰塚雄―

主 任 菊地 久 主 任 菊池 久

く調査部〉 く資料部〉

調 禾旦 部 長 谷井 彪 資 料 部 長 高橋 夫

調査部副部長 水村孝行 専門調査員兼資料部副部長 石岡憲雄

調査第三課長 浅野晴樹 専 門 調 フ旦 員 市川 修

主任調査員 栗島義明 統 括 調 フ旦 員 木戸春夫

主任調査員 吉田 稔
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II 遺躊の立地と珊境

1 趙庄里的環境

深谷市は埼玉県北部に位置し、北は利根川をはさん

て‘‘群馬県に接する。東は妻沼町と熊谷市、南は川本町

と花園町、西は本庄市、岡部町、寄居町に囲まれてい

る。深谷ネギの産地として名高く、また近代日本経済

の礎を築いた渋沢栄一の生誕地としても知られている。

現在は工業団地が形成され、高層マンションを含む住

宅の増加も目立っている。また国道17号深谷バイパス

や上武国道などの道路交通網も整備され、埼玉県北部

地域の商工業の中心として発展しつつある。

深谷市の地形は、JR高崎線付近を境として、北半

の妻沼低地と南半の櫛挽台地に二分される。

櫛挽台地は荒川によって形成された扇状地性の洪積

台地て‘ヽ、寄居付近を扇項部として北へ広がっている。

台地の中心部は平坦て‘あるが、北縁は藤治川等が流れ、

地形は変化に富んて‘‘いる。妻沼低地は、西は利根川と

烏川の合流域付近から東は利根大堰付近まての東西に

長い低地てゞ、自然堤防および荒川の新扇状地による微

高地、後背湿地や古流路跡からてきている。上敷免北

遺跡はこの妻沼低地に所在し、北を小山川、南を福川

第 1図埼玉県の地形図

に挟まれた東西に長い自然堤防上に立地している。遺

跡の範囲は南北約400m、東西約1500mに及び、標高は

約34mて‘‘ある。過去に数次にわたって発掘調査が行わ

れているが、今回の調査区域は遺跡の東端にあたる。

2 周辺の遺跡

今回の調査成果の主体となる縄文時代を中心に、本

遺跡の位置する妻沼低地及び隣接する櫛挽台地の遺跡

を概観する。

旧石器時代は、妻沼低地ては現在まてに遺跡の所在

は知られていない。櫛挽台地て‘‘は、北縁部に立地する

熊谷市篭原裏遺跡や深谷市東方城跡て‘尖頭器が出土し

ている。

縄文時代は、草創期から早期にかけての遺跡数は少

なく、中期から後期にかけて急激に増加し、晩期にな

るにしたがってやや減少するという傾向が見られる。

草創期から早期の遺跡は櫛挽台地西側に多く、岡部

町西谷遺跡て‘‘は爪形文土器や押圧縄文土器、有舌尖頭

器等が出土している。東光寺裏遺跡ては微隆起線文土

器が出土している。

前期は、台地北縁部まて遺跡が見られるようになる。

ー

一

冒冒● DD
凹地 丘陵 台地 低地
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深谷市常盤町東遺跡て‘‘は諸磯a式期の埋設土器1基、

土堀9基が検出されており、岡部町四十坂遺跡ては関

山式期の住居跡が検出されている。

中期から後期は遺跡数が増加する。台地部ては、深

谷市根岸遺跡て‘中期中葉から後期初頭にかけての住居

跡が検出されており、勝坂式と阿玉台式の最末期の土

器が伴出している。市内て‘北関東系の阿玉台式土器が

遺構内から出土した初例て‘‘あり、信州から南関東を中

心に分布する勝坂式土器の分布圏と、阿玉台式土器の

分布圏が重複すること力苅御忍された点は重要て‘‘ある。

深谷市前畠遺跡、島之上遺跡、出日遺跡、岡部町芝山

遺跡は、扇端湧水の豊富な谷筋の最奥部に立地してい

る。加曾利EII式～称名寺I式の良好な土器群の他、

打製石斧や石鏃、石棒等が出土している。深谷市萱場

松原遺跡は台地北縁部に立地しており、加曾利EIV式

期の集落跡が確認されている。ここて出土した黒耀石

第 2図地形分類図
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は、島之上遺跡のものと共に長野県諏訪郡星ヶ塔産と

同定されている。谷沿いに位置する深谷市小台遺跡て‘‘

は住居跡や集石遺構等が検出されており、加曾利EII

式期と称名寺II式期の2時期に集落の最盛期が見られ

る。後期に比定される桜ヶ丘石組遺跡て‘‘は8基の組み石

遺構が検出されており、県指定史跡となっている。低

地南端部に所在する深谷市深谷町遺跡て‘‘は、加曾利E

III式～堀之内II式の土器片や赤彩士器、丸木舟状木製

品等の遺物や、 トチ・クルミなどの種子が多贔に出土

している。また、川跡3条、土槻1基等が検出されて

おり、川跡ては足場状に丸太を設置した遺構が見られ

る。また2号川跡は、人工流路の可能性が指摘されて

いる。

後期から晩期にかけては、遺跡の分布が台地から低

地へと更に広がる傾向が見られる。台地際の水田面に

位置する深谷市城下遺跡て‘は堀之内 I~II式の埋甕や

四自然堤防亡コ現河原巳ヨ 1日流路 ビヨ扇状地仁コ 台地 し一崖



第 3図周辺の遺跡分布図

1.上敷免北遺跡 2.起会遺跡 3.戸森松原遺跡 4.森下遺跡 5.上敷免遺跡 6.本郷前遺跡 7.新屋敷東遺跡

8.新田裏遺跡 9. 明戸東遺跡 10.原遺跡 11.ウツギ内遺跡 12. 砂田遺跡 13.柳町遺跡 14.城北遺跡 15.居立遺跡

16. 前遺跡 17.清水上遺跡 18.根絡遺跡 19.横間栗遺跡 20. 関下遺跡 21.宮ヶ谷戸遺跡 22.東川端遺跡 23.皿沼城跡

24.深谷町遺跡 25.深谷城跡 26.伝幡羅太郎館跡 27.城下遺跡 28.東方城跡 29.庁鼻和城跡 30.桜ヶ丘石組遺跡

31.割山遺跡 32.秋元氏館跡 33.小台遺跡 34.西別府館跡 35.新開氏館跡 36.蓮沼氏館跡 37.荏原氏館跡

A. 上増田古墳群 B. 木の本古墳群 C.別府古墳群 0.在家古墳群 E. 籠原裏古墳群
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特殊遺構等が検出されている。特殊遺構からは、底部

が穿孔された注口土器が出士している。妻沼低地の自

然堤防上に立地する深谷市明戸東遺跡て‘‘は、称名寺式

末～堀之内 I式の住居跡が検出されている。称名寺式

から堀之内式への移行期とみられるものもあり、注目

される。同じく自然堤防上に立地する深谷市新屋敷東

遺跡て‘は、後・晩期の集落跡が検出されている。堀之

内I式と安行3b式の 2時期に集落の盛期が見られ、

砥石と緑色玉類が共伴し、石枠、石剣、士偶、耳飾と

いった多彩な遺物が出土している。妻沼低地ては類例

の少ない注目すべき遺跡といえる。岡部町原ヶ谷戸遺

跡ては、台地から後背湿地にかけての緩斜面て｀、後期

中葉から晩期後葉の集落跡が検出されており、曽谷式

高井東系の土器が多量に出土している。北関東系や関

西系の土器も出土している。また、土偶、石棒等の他、

火熱を受けた動物遺存体も出土している。

弥生時代は、自然堤防上に立地する深谷市上敷免遺

跡て‘‘、遠賀川式土器が出土しており、県内初出の例と

して重要てある。岡部町四十坂遺跡て‘、も縄文時代晩期

終末～弥生時代初頭の土器群が出土している。

中期には妻沼低地に遺跡がまとまって分布している。

熊谷市池上遺跡、横間栗遺跡、行田市小敷田遺跡、深

谷市上敷免遺跡、妻沼町飯塚遺跡等はいずれも自然堤

防上に立地しており、須和田期の再葬墓が検出されて

いる。このうち池上遺跡ては、環濠とみられる溝や、

多量の炭化米が出土した住居跡等が検出されている。

後期は、県内の遺跡数は急増するが、低地部て確認、

されている遺跡は比較的少ない。墓制は、中期て‘盛行

した再葬墓が衰退し、代わりに方形周溝墓が出現する。

明戸東遺跡ては吉ヶ谷式期の住居跡1碑干等が検出さ

れている。

古墳時代は、低地部て‘‘の遺跡の調査例が多く、当時
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低地部て活発に生産活動が行われたことが窺える。

前期は、深谷市矢島南遺跡、明戸東遺跡、清水上遺

跡、熊谷市根絡遺跡て‘S字状口縁を呈する台付甕が出

土している。深谷市束川端遺跡や上敷免遺跡ては方形

周溝墓が検出されている。

中期から後期にかけては遺跡数が激増する。多くは

自然堤防上に集落を築いている。砂田前遺跡、上敷免

遺跡、新屋敷束遺跡、居立遺跡ては総数1000軒を超え

る住居跡が検出されている。城北遺跡ては多数の土器

を積み重ねた祭祀関連遺構・遺物が検出されており、

本郷前東遺跡ては石製模造品が未製品を含めて多量に

出土している。古墳は、台地縁辺部に木の本古墳群が、

低地には上増田古墳群等が所在している。割山埴輪窯

跡ては円筒埴輪をはじめ各種の形象埴輪が焼成されて

いるが、 1共給先については明らかてはない。

奈良•平安時代になると、低地部ての集落は少なく

なり、台地上に集約される。律令国家による規制が集

落の形成に反映されたものと考えられている。代表的

な遺跡としては榛沢郡街に比定される、岡部町中宿遺

跡がある。

中世以降は、滝瀬氏館、蓮沼氏館、幡羅太郎氏館、

東方城、、深谷城といった在地武士の城館跡の所在が知
こばなわ

られている。庁鼻和城は深谷上杉氏の祖・上杉憲英が、

深谷城は上杉憲英の曾孫・上杉房憲が1456年に築城し

たとされる。これらの城跡は江戸時代まてに廃城にな

り、周辺一帯は明治維新まて‘‘旗本知行地・幕府直轄領

として扱われている。また、深谷市周辺は中山道の宿

場町として栄えたことが知られている。深谷市居立遺

跡ては多量の焙烙が出土しているが、ここては刻印を

有するものも多く、 17世紀後半の所産と考えられてい

る。本遺跡て‘‘出士した焙烙と同様の刻印を持つものも

見られ、何らかの関連が想起される。



III 遺躊の概要

上黙浣北遺跡は深谷市明戸地内に位置する。深谷市

は地形的に、南部の櫛引台地と北部の妻沼低地に区分

てきる。妻沼低地は主として利根川の作用によって形

成された低地て‘‘本庄台地の北西部あたりから始まり、

東は加須低地へと続く 。明戸周辺は利根川の支流てあ

る福訓と小山川に挟まれた地域て‘‘ある。当地域の河川

は地形に沿って東流しており、その流れに沿って東西

方向に自然堤防が発達している。これらの自然堤防は、

洪水時にはかろうじて水没を免れ島のようになること

から、付近には「00島」と いう地名が多い。本遺跡

はそのような自然堤防上に立地する。遺跡の範囲は、

南北約400m、東西約1500mに及び、標高は約35mて‘‘あ

る。時期は縄文時代及び古墳時代～中近世に亘る。

遺跡の調査は、昭和55• 57 • 62 • 63• 平成 8 年度の

5回行われている。初回の調査は、送電線の敷設に伴

い調査会によって行われたものて‘‘、 2回目以降は市教

委による調査てある。主な内容は、昭和63年度の調査

第 4図遺跡周辺の地形

て‘‘住居跡3軒、土堀8基、溝跡1条が検出され、大原

窯産とされる緑釉陶器灰釉陶器、多量の坪・高台杯

類、鉄滓、i甘渦等が出土している。遺物の内容から10

世紀を中心とするものと考えられる。平成8年度の調

査ては、縄文後期中葉から末葉の配石遺構、柱穴、包

含層が検出され、上器、石器、土製品、石製品，、玉製

品が出土している。

今回の調査区は遺跡の東端にあたり、標高は約34m

て‘‘ある。調査面積は1,100mてある。調査は便宜上調査

区を 6区に区分して行った。検出された遺構は、縄文

時代の住居跡2軒、土堀6基、古墳時代の溝跡2条、

他に中近世の土猥9基、溝跡12条等て‘、ある。縄文時代

の住居跡は、後期堀之内I式期及び安行I式期と考え

られる。土猥は曽谷式土器を出土したものが3基ある。

遺物は、縄文土器、石器、土製品、石製品、土師器、

陶磁器、砥石等の近世の石製品等が出土した。

I ! ! ! i l ↓←lliTfTTTllヽコ・ローIl l I l l 
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IV 遺構と遺物

1.縄文時代

(1)住居跡

第 1号住居跡（第6図）

1区B-9グリッドて検出された。半分は調査区外

にかかる。西側は河川跡によって壊されている。平面

形は長方形を呈すると思われる。主軸方向はほばN-

76°-Eと思われる。規模は東西方向て‘5.2m残存して

おり、南北方向は1.3mほど検出された。深さは30cmて‘

あった。床面は壁際から中央に向かって緩やかに低く

なっていた。床面に1儲駁）ピットが検出された。壁際

にはピットがlmはどの間隔て疎らに並んて‘‘いた。主

柱穴は断定てきなかった。炉跡も検出されなかった。

遺物の出土状況は、床面から浮いたものが多く第2

号住居跡などの遺物が混入していたと考えられるが比

較的床面に近いものを本住居跡のものと判断した。

第1号住居跡出土土器（第7図1~44)

本住居跡から出土した土器は後期前葉の称名寺式系

と綱取・堀之内式系の土器により構成する。

1~3、7は外傾する口縁部をもった平口縁の深鉢

てある。 1は2本組の沈線文が鈎手状の構図を描く起

点部の破片。 2、3、7は日縁部に横走する沈線文を

施す。 4は内折する口縁部形態て｀、把手をもった波状

日縁の深鉢てある。体部には沈線文を施す。5は小波

状の日縁部て‘波項部には円孔を設け、口縁部は無文帯

となる。 6は「く」の字状に内折する口縁部形態を呈

し、突起部には円孔を設ける。 8、9は外傾する日縁

部をもった深鉢て‘ヽ、口縁に沈線文が巡る。 8は盲孔を

設けている。 9は多条沈線文が垂下する堀之内式系の

土器てある。 10~14は2本沈線文に縄文を充填施文し

た胴部破片てある。 11が単節RLの原体を用いる他は

単節LRの縄文を施文する。 15~20は沈線文の区画内

に剌突文列を施す。 16は短沈線状の剌突文を充填施文

する。 15も同様なものと思われる。 18、19は曲線的な

モチーフ内に剌突文を充填施文する。 20は直線的て挟

-9-

い区画内に剌突文を施す。 21~31は無文地の上に、 2

本沈線文が曲線的なモチーフを描く。 22、23は「J」

字状のモチーフを描くと思われる。23、24には垂下す

る沈線文を施す。 31は縦位に弧線文が連続するモチー

フを施す。 33~35は無文地の上に沈線文を直線的に施

す。 32、33は大柄な構図をとる。 32は単節LRを地文

とし、沈線が弧線文と平行線文を縦位に施す。 36は幅

広い磨消縄文手法により、三角形が横位に連なる文様

帯を構成する堀之内2式土器て‘ある。 37~42は各種の

文様を施した胴部破片を一括する。 38は刻目を加えた

隆帯を縦位に施す。 37は櫛歯状工具による細かい条線

文を施す。 39は多条化した沈線文がモチーフを描く。

40は渦巻文と沈線文が集合する。 41は幅広の沈線によ

って渦巻状に施文する。 42は無文部の破片てある。

43、44は深鉢形土器の底部て‘‘、網代痕が見られる。

第2号住居跡（第6図）

1区B-9グリッドて‘検出された。調査時には黒色

土が堆積しており、包含層と認識て‘あったがヒ°ットの

状況等から整理の段階て‘住居跡と認定した。ヒ°ットの

並びから円形を呈するものと考えられ、東側の張出部

が入り日と思われる。主軸方向はほばN-63°-Eと考

えられる。規模は直径6~7mと思われる。ピットはほ

ぼ1.5mの間隔て‘円形に並ぶ。

第2号住居跡出土土器（第8~11図）

図示した出土土器は、後期から晩期の土器群て‘‘構成

する。これらの多くは第1号住居跡が確認される以前

に包含層出土として取上げられたものて、重複した土

猥等に関与するものも含む。分離が困難なため一括し

て扱うものて‘‘ある。

第8図1、2は堀之内式2式土器て‘ある。朝顔形に

口縁部が外傾する深鉢て｀、圧痕を加えた紐線文が横走

する。内折する口縁が特徴的て‘ある。 3~26は加曾利



第 6図 第 I• 2号住居跡・遺物分布図

ー —z —· ー、一

—一

1ロ
／ 

｛ 

！こp10入』 言：8 SJ1 

◎

《
]

B]
◎
ら
）
／

》

三
28

O

O
PJJ

4

＼
ー

1

ふ

＼

ー

1
,

に 33.IOm A
-

虹 33.!0m D' 

8_32.90m B
-

L33.1om 4 

□: 
／／ 

し」口11-6
／ 

＼こ嗜ー24
，
 

2
 □7 tt 2 

3
S
〖□

4
 
-

l
 

]
14
 

7
 

ロ
,,__33.00m l l ⇒ 

7~7 12'--12 7-43 12-9 2m 
I：印

-10-



第 7図 第 1号住居跡出土遺物
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第 9図 第 2号住居跡出土遺物 (2)
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B式土器て‘ある。 3、4は外反する日縁部に、刻目を

施した幅広の紐線文が横走する。 5は1条の内面文を

施す。胴部上半には単節RLを施した横帯文を施す。

6は外反する日縁部の内面に 1条の沈線を施し、日唇

部には刻目を施文する。器面には左上りの斜行沈線文

を施す。 7は強く外傾する日縁部形態の深鉢士器て｀、

口縁直下には沈線文による横帯区画文が見られ、対弧

状の単位文を組合せ施文する。 8は外反する日縁部に

3単位の突起を施した深鉢形土器て‘ヽ、内面には「ノ」

の字状沈線文が、突起両端には短沈線を施す。 9、10は

鉢形土器てある。口縁には彫刻的な小波状が連なりを

見せる。丁寧な研磨を施す。 11は深鉢の胴下半部て‘‘、

斜行沈線文を 3段に施している。 12、13は日縁に刻目

と沈線による区画文を施す。胴部上半には単節LRを

施した横位区画帯が見られ、形態は12が5単位の波状

口縁をもつ況導形て‘‘、 13は瓢形土器て‘ある。14~16は

5単位の波状日縁をもつ深鉢形て‘ある。 14には斜行沈

線文を羽状に施す。 15、16は日縁部を無文とする。 15

は大きな波状日縁の形態て‘‘ある。 17~22は外傾が強い

口縁部をもつ深鉢形て‘ヽ、口唇部にバラエティーが見ら

れ、 20~22の形態は後出的て‘ある。 23~25は、加曾利

B式後半の粗製土器てある。口縁の紐線は一体化し、

隆起が高く、項部には指頭による圧痕文を連続的に施

す。 26は無文の粗製土器て‘、内面に幅広の沈線を施
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第10図 第2号住居跡出土遺物（ 3)
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す。器面には粗い擦痕を残す。 27~57は高井東系列の

土器てある。 27~39は、 「く」の字状に内折する口縁部

形態をもつ平日縁土器て‘‘ある。 27~32は口縁部が無文

てある。 30~32は口唇端部がシャープに整形される。

33、34は、 「く」の字状に内折する口縁部に縄文を施文

す。 35は外反する口縁部に刺突文を列点状に施す。ロ

縁には単節LRの縄文を施す。 36~39は、 内折する口

縁部に沈線文を施す。 36、37は2条沈線文を施す。 38は

疱状突起間と 2条沈線文を施す。 39は屈折部に瘤状突

起を配し、3条沈線文を施す。 40は4単位の突起をも

った波状口縁の深鉢形土器て‘、 「<」の字状に内折する

口縁部て‘‘、突起下には孔を穿った縦長の疱を配す。日

縁には地文縄文と して単節LRを施し、 3条の沈線文

を施す。体部にも沈線を施文し、蛇行沈線文が垂下し

ている。 41は直立する口縁部形態をもった深鉢形土器

てある。 42、43は凹線状の沈線文を施す． 42は「く」

の字状の口縁部形態をもつ平口縁の深鉢て＼屈折部に

疱状の突起を配し、凹線状沈線文を 2条施す。 43は平

口縁の深鉢形土器て‘ヽ、口縁には突起と幅広い凹線状沈

線文を施す。 44は外反する日縁に縦長の疱を配した無

文の深鉢形土器て‘ある。 45~48は、 「く」の字状に内折

する口縁部形態をもつ波状口縁深鉢てある。 45は波項

部直下の破片て‘‘、沈線文を施す。 47は2条沈線文と屈

折部に剌突文を施す。 46は山形の波項音聞皮片。縦長の
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第11図 第2号住居跡出土遺物 (4)
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貼付文にはスリット状の短沈線を刻む。口縁には沈線

文を施す。48は内折する短い口縁に 2条沈線文を施

す。 49~52は直線的な口縁部をもつ波状口縁深鉢て‘‘あ

る。 49はi皮底音聞皮片て＼疱状突起を 3段に配し、沈線

文を施す。 50は2条沈線文を施す。 50、51は隆帯文に

より、口縁部を区画する。隆帯には刻目を施文し、ロ

縁には沈線文が巡る。53は深鉢形土器の胴上半音随皮片

て、稲妻状の沈線文を施している。54、55は内折する

口縁部をもつ鉢形土器て‘ヽ、弧状の貼付文を起点に下向

きの弧線文が連なる。54には地文として無節Rを施

~ 21 

UIJ2 

19 

10cm 
13 

す。 55には貼付文を上下に配置する。56、57は鉢形土

器て‘ある。 56には 1条の沈線文が施され、 57の口唇部

には小突起が見られる。第9図1~8は後期安行式土器

てある。 1、2は平口縁の深鉢形土器て｀、口縁部には

隆起帯縄文が見られる。3、4は浅鉢形士器て‘ヽ 、単節

LRを施す隆起帯縄文が見られる。5、6は内湾する

日縁部形態をもつ深鉢形土器て‘, 5は縄文帯と複段の

疱を貼付する。6は隆起帯に刻目文を施す。7は魚尾

状を呈す波項部の破片て、、円孔を設けている。8は幅

広の縄文帯をもつ波状口縁の深鉢て、安行2式土器て‘
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第12図 第 2号住居跡出土遺物 (5)
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ある。第9図9~22は晩期安行式てある。9は日縁に

小突起を配す。外傾した日縁部には斜行する入組状の

三叉文を施す。10~12は波状口縁の深鉢形て‘‘ある。外

傾する口縁に沿って沈線区画による縄文帯を設ける。

13、14は口縁部に縄文帯を設け、体部に三叉文が見ら

れるもの。13は彫刻的、 14は入組三叉文を施す。15~21

は深鉢形の胴部破片てある。15、16は胴下半に縄文帯

がメガネ状に連結する。17は入組三叉文を施す。18、

19は無文部に彫刻的な三叉文を施す。20は斜行する縄

文帯を施す。21は対弧線文を施す。22、23は短い口縁

部が外傾する鉢形土器。22の口唇部にはB字状の突起

を配す。口縁部は縄文帯て‘ヽ、口縁には剌突による円文

列が巡る。括れ部には共に沈線区画内に円文状の剌突

文が整然と充填される。体部には22が上向きの弧線

文、 23は入組文を施す。 24は沈線区画内に米粒状の剌

突文を施す。安行3b式土器。第9図25~26は晩期安

行式とは異なる沈線文系の土器。 25は波状口縁の深鉢

形て、波項部には三角形の袂りを施し、日縁には沈線

による弧線文を施す。26は平口縁の土器て‘ヽ 、口唇部に

は刻目文を鋸歯状に施す。口縁部には斜行する沈線を

施文する。第9図27~33は東北的な後期から晩期の土

器て‘‘ある。27は口唇部に小突起を配し、日縁部には横

位区画帯とイボ状の疱を起点として上下に分岐する木

の葉状入組文を配し、沈線区画内には剌突文を充填す

る。後期末葉の土器てある。28は壺形土器の肩部破片

て、弧線文が見られ、区画沈線には列点文を施す。 29

は頸部破片て‘‘羊歯状文を施す。30は2条沈線間に点列

を施す。大洞BC式土器てある。31は日唇部に刻目が

巡り、日縁には 3条沈線を施す。大洞Cl式土器と思

われる。32は大洞A式土器と思われる。 33は綾繰文を

施す胴部破片てある。第10図は、粗製系土器と無文土

器て‘‘ある。1、2は紐線文系の土器て‘‘ある。内湾する

口縁部形態て‘、日縁には刻目列を施す。 3、4は口縁

に沈線区画を設け、体部には斜行する条線文を施す。

5~ 7は口縁部が直立する形態て‘ヽ 、 厚手の無文土器。

8~11は内湾する日縁部形態をもち、体部に整形痕を

粗く残した、北関東的な土器て‘ある。12~19は口縁部
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が直立気味の形態を呈す薄手の土器て‘‘、内外面に輪積

み痕を残す。20~22は強く外傾する口縁部形態の深

鉢。23~33は折返し状の口縁て‘輪積み痕を残す土器て‘‘

ある。23は連続圧痕文を施す。24は刺突文を施す。

25~28は厚手の折返しをもつもの。29~33は薄手のロ

縁形態てある。33は3段構成て施す。第11図は深鉢形土

器、鉢形土器、注口付土器、台付土器の底部破片を一

括する。

住居跡出土石器

住居跡出土石器を一括する。石器組成は磨石類に偏

り、剥片石器類は少最て‘‘ある。石剣の欠損品が3点と

まとまっている点は注意される。

垂飾（1)

緑簾石片岩製。一端に径1mm呈の穴を両側から穿つ。

掻・削器（2• 3) 

2は厚手幅広剥片の端縁に急角度の調整加工を施し

ている。 3は厚手幅広剥片の端縁に調整加工を施して

いる。概形は楕円形に近く、刃部を横位置に用いて使

用したと考えられる。

石匙（4)

横広剥片を索材とし、上半部の剥離によってつまみ

部が作り出されている。端縁の一部に正面方向からの

細かい泉lj離が施されており、刃部加工と思われる。作

りは粗いが石匙と捉えておく 。

打製石斧（5• 6) 

5は基部に扶りの入る、いわゆる分銅形の打製石斧

てある。刃部は円刃てある。刃部正面に先端からの剥

離面が見られ、側面形が不自然に刃部付近て‘博くなる

ことから、再生加工が施されている可能性がある。6

は裏面に原石面を残し、加工は周縁から施されている。

側面を見ると、刃部が大きく挟れることから、度重な

る刃音阻且生が行われたものと思われる。

石剣 (7~9)

横断面の形状から石剣と考えられる。7は先端部を

欠損するが、 8は上半部を欠損する。 9は端部の破片

てある。

砥石（10~13)



全て有溝砥石てある。 10・11・13は扁平礫を素材と

し、 12は厚手礫を索材としている。

凹石（14)

楕円形の川原石を索材に、正面に凹を有する。

敲石 (15)

楕円形の川原石が用いられ、長軸端部に敲打痕が見

第 1表 住居跡出土石器観察表

番号 器種 長さ／cm 幅／cm 厚さ／cm 重さ／g 石材 註記

1 垂飾 2 50 0.75 0.35 1.25 緑簾石片岩 1区SJ-1

2 掻・削器 4.60 5.50 1 90 45.74 ホルンフェルス 1区SJ-1

3 掻・削器 5.15 3.90 1 20 25.95 チャート 1区SJ-l-SK-8-SD-l

4 石匙 3.00 4.75 0 75 6.21 ホルンフェルス 1区SJ-1一括

5 打製石斧 6.75 4.50 2 20 71.50 ガラス質黒色安山岩 1区SJ-1

6 打製石斧 7.70 6.15 2 60 145.51 緑簾石片岩 1区SJ-l-SK-8-SD-l

7 石剣 (10 55) 3 45 2.20 102 95 ” 1区SJ-1 No. 5 

8 石剣 (13 50) 3.50 1.35 119. 82 砂岩 1区SJ-l-SK-8-SD-l， 石剣 (4.55) 2.65 1.45 25 43 II 1区SJ-1 No. 5 

10 有溝砥石 (5.85) 3.50 0.85 17.55 ” 1区sJ -1 
1 1 有溝砥石 (5.65) 4.10 1.15 25.08 ” 1区sJ -1 
12 有溝砥石 (9.25) 7.50 5.35 301. 02 ” 1区SJ-1 No. 13 

13 有溝砥石 (9 70) 7.85 1 70 137.19 ” 1区SJ-1

14 凹石 (6 95) 7 05 4.95 257.84 安山岩 1区SJ-1 No. 15 

15 敲石 8 10 5.25 5.15 313.12 ” 1区SJ-1 No. 11 

16 磨石 9.25 6.60 5.10 458.38 泥岩 1区SJ-1 No. 42 

17 磨石 (8.05) 6.60 4 40 297.85 砕屑岩 1区SJ-1 No. 46 

られる。

磨石（16• l 7) 

川原石を用いて、正面平坦部に磨痕が見られる。

(2)土壊

第1号土堀（第13図）

A•B~9 グリッドて検出された。不整楕円形を呈

第13図 土塙
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し、底面にヒ°ットが2基掘りこまれていた。覆土は褐

色から暗褐色土を主体とするものて‘‘鉄分を少量含んて‘‘

いた。大きさはl.03X0. 96mて深さは26cmてある。

第3号土堀（第13図）

B-9グリッドて検出された。第 1号住居跡、第4

号と重複する。第4号土撰より新しい。円形を呈し、

底面は平坦て‘‘ある。覆土は暗褐色土を主体とするもの

てあった。直径は0.92mて深さは0.18mてある。

第5号土堀（第13図）

第14図土壊出土遺物

SK 1 

B-9グリッドて‘検出された。重複はないが大半が

調査区外にかかる。楕円形を呈するものと思われる。

底面は中央部が高く周辺部が低くなっている。覆土は

暗褐色上を主体とするものて｀あった。検出された部分

は1.44X0. 92mて深さは22cmてある。

第8号土壊（第13図）

A-9グリッドて検出された。第1号住居跡と重複

する。不整方形を呈し、底面にヒ°ットが1基掘りこま

れていた。覆土は暗褐色土を主体とするものて‘‘炭化物
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を含んて‘‘いた。大きさは1.44X 1. 3mて深さは28cmて‘‘

ある。

第10号土堀（第13図）

B-9グリッドて‘検出された。第1号溝の下から検

出された。約半分が調査区外にかかる。楕円形を呈す

るものと思われる。覆土は暗褐色上を主体とするもの

て‘‘炭化物、焼土粒を含んて‘‘いた。また、磨石、凹石な

どが纏ま って出土した。出土状態から一括して投げ込

まれたものと考えられる。大きさはl.31X0.9lmて‘深

さは18cmてある。

第11号土壊（第13図）

B-9グリッドて‘検出された。第1号住居跡と重複

する。半分は調査区外にかかる。円形或いは隅丸方形

を呈するものと思われる。底面は平坦てある。覆土は

黒褐色士を主体とするものて炭化物、焼土粒を含んて‘‘

いた。検出された大きさはl.10X0.62mて‘深さは15cm

てある。

土堀出土土器（第14図）

1は内折する口縁部形態て‘‘、地文に無節Lを施し、

3条沈線文を施した深鉢形土器て‘‘高井束式て‘、ある。2

は山形の波項部形態をもつ波状口縁の深鉢形て‘ヽ、口縁

には刻目文を施し、直下には細く紐状の隆帯が巡り、

刻目文を施す。

3は壺形もしくは注日付土器て‘、ある。強く外反する

口縁部形態て、、口縁には5単位構成と思われる小突起

を配置する。肥厚する口縁には地文として単節LRの

縄文を施し、突起間に 1条沈線文を施す。頸部には、

施文順位として貼付文、地文縄文、沈線文の工程によ

り区画する 3段の縄文帯を設ける。肩部にも縄文帯が

横走する。 4も恐らく注口付土器て‘ヽ、頸部から肩部に

かけての部位て‘‘ある。肩部にはイボ突起の貼付によっ

て器面を 4単位に分割し、貼付文を起点とする 2条沈

(3)包含層出土土器

包含層出土土器

調査区から出土した縄文土器は、後期前葉から晩期

のものて、その大部分は調査2区において集中的に検

出されたものて‘‘ある。
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線文が横帯区画を設ける。

5は外反する口縁部形態をもった深鉢形の体部上半

の破片て‘ヽ、器面には斜行する調整痕を残す。6は直線

的に広がる日縁部形態をもつ薄手の深鉢形て‘‘、日縁端

部には細かな圧痕文が連なる。安行式とは系統を異に

する土器てある。

7は扁平て‘‘縦長の貼付文を日縁に配し、沈線による

横位区画内には細かな刻目文を施すものて、弧線文が

連結する口縁部文様帯をもった平口縁の深鉢形土器て‘‘

ある。曽谷式土器て‘‘ある。8は曲線的に内折する波状

口縁の土器て、、口縁には 2条の沈線文を施す。高井東

式て` ある。 9は波状口縁をも った深鉢形て‘ヽ 、波底部に

近い口縁部の破片てある。「く」の字状に内折する口縁

部には沈線文を楕円状に施し、屈折部に斜方向に連な

る刻目文を施す。高井東式土器て‘、ある。10は平口縁の

深鉢形て‘‘、直立した日縁には1条の沈線を施文する。

11は内折した日縁部形態を呈す鉢形土器てゞ、ボタン状

の貼付文と 4条沈線文を施す。12、13は、無文の深鉢

形てある。12は内湾する日縁が肥厚する。13は外傾す

る口縁部形態を呈す。14は底部て‘‘網代痕を残す。

15は内折する口縁部に無節Lを地文に、 4条の沈線

文を施す波状口縁の深鉢形土器。16は丸味を帯びる口

縁端部が直立する形態を呈す無文の土器てある。17は

内折する口縁部形態て‘ヽ、屈折部には疱状の貼付文を施

す。内面の丁寧な調整痕から鉢形土器と思われる。18

の内面には、整形段階の荒れた面が見られ、壺形もし

くは注日付土器と思われる。肩部には上下に配置され

た貼付文と縦位の沈線文によって器面が分割され、屈

折部の横位沈線により方形区画を設け、区画内には枠

状に沈線文を施する。19は深鉢形の底部破片てある。

第 1群土器（第15図1~42)

後期前葉の称名寺式土器て‘‘ある。全体的に新しい段

階の特徴をもつものて｀構成する。



第15図 包含層出土土器 (I)
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第16図 包含層出土土器 (2)
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a (1~13) 

深鉢形土器の日縁部を一括する。 1、2は内湾気味

の口縁部形態て、、日縁部には無文域を幅広く設けて、

横線文を施している。 3、4は外傾する日縁部形態を

呈し、口縁直下に太い横線文を施す。 5、6は日縁部

が外傾し直線的に立ち上がる形態て＼曲線的な沈線文

を施す。 6の沈線間には剌突文を施している。 7~13 

は屈折する口縁部形態て‘ヽ、日縁に沿って沈線文を施す。

7は日縁に太い沈線文を施す。 8は崩れたモチーフ内に

剌突文を施している。 10~12は口縁部が内折する形態

のものて‘ヽ 、口縁に沈線文を施す。 10は1条の沈線文が

巡る。 11は屈折部に列点状の刺突文を施す。 12は短頸

の深鉢て‘‘、日縁に 2条沈線文が巡る。 13は口縁に沿っ

て沈線文が巡り、体部には地文縄文上に縦位の沈線文

を施した堀之内式系士器てある。

b (14~42) 

深鉢形土器の胴音開支片を一括する。 14~18は沈線文

間に充填縄文を施すものてある。縄文原体は全て単節

RLて縦位方向に施している。 19~28は沈線区画内に

剌突文を施すものて‘ヽ、剌突施文具にバラエティーが見

られる。 19~21は区画内に米粒状の剌突文を単列に施

している。 22~25は円文状の剌突文を施すものてあ

る。 22は複列に施す。 24は円文状の剌突文を充填施文

している。 26は垂下する沈線文間に櫛歯状の施文具に

よる刺突文を施す。 27、28は間隔の狭い沈線間に短線

状の剌突文を施す。 28は括れ部の横位区画帯に剌突文

を施している。 29~42は沈線文を施した胴部破片て‘あ

る。 29~35は太い沈線文によってモチーフを描く。

36~38は細く力強さに欠けた沈線文を施す。 39、40は

並列する太い沈線文により文様を描く。 39は膨らむ形

態の胴部に「J」字状の連結文様を施している。 40は

胴部下半が張る形態の深鉢て‘ヽ、括れ部には「8」字状

の貼付文を配し、横位沈線文が3条巡る。胴部には貼

付文を起点として「J」字状沈線文を施す。 41、42は

太い沈線文の集合が見られる。

第II群土器（第16図1~20)

堀之内2式土器を一括する。

a (1~4 • 8~13) 

口縁部ヵ嘲顔状に外傾する深鉢形土器て‘‘、体部に横

位文様帯をもつものてある。 1は横位文様帯に 2条沈
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第17図 包含層出土土器（ 3)
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第18図包含層出土土口｀鴫＼疇 ： 9ロ ー＂亨 屈 6
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ロロ

□13 14 15 
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10cm 
13 

線文が上下に交差した入組文と三角文を施文している。

縄文は単節RLを施す。2~4は口縁部て‘‘、横位文様

帯内には、三角形を基本とした磨消縄文を施す。8~13

は磨消縄文手法て同様な文様構成をもつ胴部破片。

b (5~7) 

日縁に刻文列を加えた隆帯文を施す深鉢て‘‘ある。5は

内折する口縁をもつ。6は横位区画内に条線化した斜

行沈線文を施している。7は「8」字状の貼付文を配

す。単節RLを施文した縄文帯を施す。

C (14~20) 

その他の土器を一括する。14は外反する口縁と膨ら

む胴部形態をもつ深鉢て‘ヽ、口縁部を無文とし、口唇部

には捻れた突起を配す。15、16は沈線文を格子目状に

施すものてある。15は横位区画文に施している。16は

区画文が開放された格子目文を施した直立気味の口縁

部をもつ深鉢形土器て｀ある。17~19は外傾した口縁部

をもつ深鉢形て＼器面にナデ整形痕を強く残す土器。

20は浅鉢形土器てある。口縁内面が肥厚し、盲孔の円

文を起点とした太い 1条の沈線文が連結する。古手の

梯湘を残す。

第Ill群土器（第17図1~58、第18図1~17)

加曾利B式土器を一括する。

第1類（第17図1~9)

平口縁の深鉢形土器て＼底部付近から外傾して直線

的に立ち上がる形態のものを一括する。

a (1~ 3、8、9)

平行横線文て‘区画した縄文帯を施すもの。1は横位区

画帯が多段て‘構成する。 2は幅広の縄文帯を設ける。

3は無文帯を挟んて幅狭の縄文帯を施している。8、

9はこの類の胴音随皮片て‘‘、 8は右送りの縦線文を施す。

9は区切り縦線文を施している。

b (4~7) 

半精製系の土器て‘ヽ、口縁部には圧痕を施す紐線文が

巡り、体部に平行横線文による横帯区画を施す。4~6

は口縁部に無文域を幅広く設け、紐線文を 1条施す。

太い沈線文が横線区画を施している 7は日縁に接して

2条の紐線文を施す。内文に沈線が巡る。

第2類（第17図10~12• 26 • 30~35) 

精製の深鉢形土器て‘‘、胴上半部に括れ部をもつ形態

のものを一括する。

a (10~12) 

口縁に 3単位の把手を有す深鉢形土器て、、体部上半
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に弧線文系の文様を施す。 10は弧線文系の連結部に縦

線文を施し、沈線区画内に縄文を施す。11は上下に弧線

が菱形状モチーフと連結部に対弧状の短沈線を施す。

12は直線的な沈線文と連結部に縦線文を施す。

b (26、30、31)

口縁の3単位把手か退化的な突起状を呈し、日縁部

が外傾する形態を示す深鉢形土器てある。 30は直線的

に外傾する日縁部て、、口縁直下には沈線による横帯区

画と列点文を施す。突起下には縦線文が見られる。内

文に沈線文を施す。 31は直立気味の口縁部てある。 26

は体部破片て‘ヽ、矢羽根状沈線文を施す。

C (32~35) 

その他の精製系の深鉢形土器を一括する。 32は波状

口縁形態の土器て‘ヽ、口縁に沿って 2条沈線文を施し、

縄文帯が接する。 33~35は体部破片てある。 33は括れ

部に太い沈線文を施し、体部下半には縄文地に円状の

列点文か巡る。 34、35は斜行沈線文を施した精製系土

器てある。

第3類（第17図13~17、27~29)

内湾する口縁部形態をもつ深鉢形及び鉢形土器て‘‘、

体部文様に弧線文を施すものを一括する。

a (13~17) 

口縁には輻広の無文部を設け、沈線文による横帯区

画に列点文を施すもの。 15~17の無文部には対弧文系

の単位文を施し、体部にも弧線状の沈線文を施す。

b (27~29) 

口縁部に弧線文を施すもの。日縁部の横帯区画文に

接し、口縁に下向き弧線文が連続する。 28の体部には

縄文施文をもった弧線文を施している。 29は体部に対

弧状の縦線文を施す。

第4類（第17図18~21)

鉢形土器てある。

a (20、21)

底部から外傾して直線的に立ち上がる形態のもの。

20は多条沈線による横帯区画文を施す。区切沈線文が

見られる。 21は横帯文と多条沈線文を施している。

b (18、19)

-25-

外面が無文て‘ヽ、口縁が小波状の形態のものて‘ある。

18は口縁部がくの字状に内折する。 19は内文として

「の」の字状に沈線文を施す。

第5類（第17図22~25、第18図1~3)

算盤玉状の形態を有す鉢形土器て‘、ある。

a （第17図22~25)

22、23は肩部に下向きの弧線文を施し、連結部には

円文と区切沈線文を施す。 24は屈折部に縄文帯を設け

る。 25はこの類の体部破片て‘‘、横線区画内に斜行沈線

文を施す。

b （第8図1~3)

内折する日縁部に 2条の横線文を施し、無文部を挟

んて縄文帯が巡る。

第6類（第17図36~40、45~47、51~58)

斜行沈線文を施す深鉢形土器を一括する。

a (36、37)

平口縁て‘‘括れ部を有す半精製系の土器。 36は口唇部

に刻目文を施している。 37は羽状沈線文を施す。

b (38~40) 

外傾の強い日縁部形態の粗製系の土器て‘ある。 39は

条線状の沈線を施す。 40は崩れた矢羽状の沈線文を施

している。

C (45~47) 

波状口縁て，，5単位構成の深鉢形士器。内削り状のロ

唇部を有す。 45は山形に尖る波項部をもつ。

d (51~58) 

この類の括れ部、胴部破片を一括する。 51、52は括

れ部に沈線が横帯区画を設け、斜行沈線文を施す。

53~56は矢羽状沈線文を施す。 57、58は格子目状に施

している。

第7類（第17図41~44• 48~50) 

口縁部が無文の深鉢形土器を一括する。

a (41~44) 

口緑部が外反し括れ部を有す平口縁の深鉢てある。

41、42は器面に研磨を施した精製系土器て‘‘ある。 42、

43の器面には斜行する擦痕を残す。

b (48~50) 
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第20図 包含層出土土器 （6)
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波状口縁の深鉢て、、恐らく 5単位構成の土器て‘‘ある。

48は内湾する日縁部形態て‘ヽ 、研磨を施し光沢のある

器面をも った精製系土器て` ある。 49、50は外反する形

態のものて‘‘、器面に擦痕を残す。

第8類（第18図4~17)

粗製系の深鉢形土器を一括する。

a (4、15~17)

条線文を施す土器て‘ある。4は外傾する口縁部をも

つ深鉢。器面に擦痕を残し、櫛歯状の施文具により縦

位に条線文を施す。内文に 1条の沈線が巡る。 15~17

は条線状の沈線を縦位方向に施した胴部破片てある。

b (5~14) 

紐線文系土器て‘‘、いくつかのタイプの土器を含む。

5は口縁に沿って円文状の圧痕文を施す。6は内湾

する日縁に圧痕文が巡り、横走する沈線文を施す。7

は口縁及び胴部上半に紐牽限が巡り、区画内には斜行沈

線文を施す。 8~13は直立気味の口縁部形態を有す厚

手の土器て‘ヽ、口縁に沿って指頭圧痕を長めに施す幅広

の紐線文が巡る。体部には擦痕を残す。11~13は内文

として太い沈線を施す。北関東系の紐線文土器て‘‘ある。

第IV群土器（第19図1、第20図l、11~13)

曽谷式土器を一括する。

第19図1は、 4単位の波状口縁の形態をもった深鉢

て、波項部は台形状を呈す。波頂部には刻目文を施し

た紐状の貼付文が垂下し、小突起と接続する。波底部

にも瘤状の突起が配置されている。日縁部には4条の

沈線文が施されている。括れ部には刺突列を施した沈

線文が区画する。胴部には横走する沈線文が見られ、

原体RLの縄文が施されている。第20図1は平口縁の

深鉢て‘‘、肥厚した口縁には瘤状突起を配し、多条の沈

線文と剌突文を集約的に施しており、接続する縄文帯

によって輻狭の日縁部文様帯を構成している。第20図

11~13は恐らくこの群と思われる胴部破片て‘ある。

11は括れ部に 1条の沈線文と剌突列を施し、縄文施文

域と接続する。12は直線的な沈線文による区画内に原

体RLの縄文が施されている。13は鋭く施された弧線

区画内に原体LRの縄文が施されている。
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第V群土器（第19図2、第20図2~10・14~51、第

21図28~51、第24図22~31)

安行式土器を一括する。

第1類（第19図2.第20図2~10• 14~26) 

安行1式の精製土器を一括する。

a (2~ 6、17)

口縁部が外傾する平日縁の深鉢形土器てある。2は

沈線区画て‘縄文間の削りが浅く隆起帯が低い。安行l

式成立段階の土器てある。3~6は隆起帯縄文が3段

構成のものて‘‘、 3は2段に突起を配している。縄文は

全て原体RLを施す。 17は横線区画内に剌突文を施す

ものて‘ヽ 、疱状突起を配す。

b (7~10) 

波状口縁の深鉢形土器て‘ある。 7は山形の波項部形

態をもつものて‘‘、 3段の隆起帯縄文には疱状突起を配

す。隆帯間には並列した沈線文を施す。8は波底部て‘、

隆起帯縄文には2段の疱状突起を配している。9は波

底音師皮片。隆起帯縄文及び疱状突起が3段構成のもの

て‘ヽ、隆帯間の沈線文が枠状に連結している。10は波項

部下に圧痕文を施した縦長の貼付文が垂下し、 3段構

成の隆帯文と幅広の凹線区画が連結する。括れ部にも

凹線区画帯を設けており、両端には三角状剌突文列を

施している。隆起部及び胴部には無節Lの縄文を施す。

北関東的な要素の強い安行1式土器て‘ある。

C (18~21) 

口縁部が内湾する形態の深鉢形土器て‘ある。 18は沈

線区画内に剌突文列を施す。19は幅広の凹線状の沈線

文により無文部を構成し、 2段の疱状突起を施してい

る。20、21は幅広の隆起帯縄文を施すものて‘‘、縄文は

単節LRを施している。

d （第19図2、第20図22~26)

鉢形土器などを一括する。第19図2は、内湾する日

縁部形態のものて‘‘、 3段構成の隆起帯縄文には6単位

て‘配された疱状突起を 2段に施している。隆帯間には

沈線文が枠状に施される。22は帯縄文間に細かい三角

状の刺突文列を施す。23~25は、隆帯間に施される沈

線が枠状文になるものて‘‘、23の日縁部には突起を施し



ている。24、25には2段突起を施す。26は隆起帯縄文

が縦位に分岐する構成をとる士器。

e （第20図14~16)

恐らく波状日縁の深鉢の胴部破片。14~16は括れ部

に剌突文列を施し、胴下半部には弧線文を施している。

第2類（第20図27~39)

安行2式の精製土器を一括する。

a （第20図31、37)

波状口縁の深鉢形土器て‘ある。31は隆起帯縄文が三

角文を構成し、連結部に豚鼻状貼付文を施す。37は波

項部に縦長の貼付文と豚鼻状貼付文を施している。

b （第20図27~29)

内湾する口縁の深鉢形土器て‘ヽ、日縁が扁平な形状

を示す。27は縦長疱に刻目文を施している。28は疱状

突起と幅広の隆起帯縄文が施されている。29は沈線文

が楕円状に施され、上下の隆帯文の連結が見られる。

C （第20図32~36)

深鉢形土器の胴部破片を一括する。 32~34は、波状

口縁をもつ胴部破片て‘‘、横位区画帯や条線文が施され、

33、34に豚鼻状の貼付文が配されている。35、36は半

粗製系の胴部破片て＼胴下半部の区画帯と条線文が施

されている。35には弧線文が見られる。

d （第20図30、38、39)

日縁部が内湾する鉢形土器て‘‘ある。30は隆起帯に刻

目文を施すものて‘ヽ、口縁に接して 2段突起を配してい

る。38は口縁に突起を配し、隆起帯が三角文を構成す

る。 39は枠状文を施す。

第3類（第20図 40、41、44~51)

晩期安行式を一括する。

a (40、41、44~49)

安行3a式て‘‘ある。40は鉢形士器て‘ヽ、日縁には台形

突起の両端に横位刻文を施す縦長疱を配し、隆起帯が

菱形状文様を構成する。各連結部には貼付文を配して

いる。 41は相似形態の土器て‘ヽ、横長の貼付文を施す。

44~47は平口縁の深鉢形土器と思われる。口縁部は外

傾して立ち上がる形態て‘‘、扁平な日縁には縄文帯を設

けている。46は日縁に突起を配し、縄文区画帯を設
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け、無文部に彫刻的な三叉文を施す。47は弧線文をも

つ胴部破片。48は膨らみをもつ胴部に三叉文を施して

いる。49は弧線文を施す浅鉢形土器て‘ある。

b (50、51)

安行3b式てある。50は波状日縁の深鉢形土器。外

傾する日縁には弧線区画内に縄文を施している。 51は

内湾する平口縁の深鉢形土器て‘ヽ、横線文間に細密沈線

文を施している。

第4類（第21図 28~46~51、第24図22~31)

紐線文系の粗製深鉢形土器を一括する。

a （第21図28~42、50、51)

口縁部及び胴部上半に、刺突文列、横線区画、条線

文を施す土器て‘‘ある。28、29は内湾気味の日縁部形態

て‘ヽ、 三角状剌突文が巡る。器面には斜行する条線文を

施す。43は胴部破片て＼条線文を縦位に施している。

30、31、34~38、41、42は連続剌突文と横線区画を施

す。30、31は内湾気味の口縁部形態て、、整然とした条

線文を施している。34~38は肥厚する日縁をもち内湾

度の強い形態て＼斜行する条線文を施す。41、42は爪

形状の剌突文を施す土器。41は内湾の強い形態の日縁

部て、、体部の横線区画を上位に設ける。細密な剌突文

を施している。体部は無文て‘‘ある。42は条線文を施

す。43~45、50、51は胴部破片。43は三角状刺突文が

巡る。44は横線区画と剌突文を施す。45は条線文を施

した胴下半部。32、33は口縁に横線区画を設ける土

器。39は外傾する口縁に横位条線文を施す。40は内湾

する口縁部に条線文を施している。

b （第21図46~49)

紐線文を目縁及び胴上半に貼付する土器て‘ある。

46、47は口縁の肥厚が見られる。49は縦位に紐線文が

貼付され、条線文を施す。

C （第24図25~30)

紐線文系の無文土器て｀、口縁が肥厚し内湾する口縁

部形態の士器。

d （第24図 22~24、31)

器壁ヵ嗚 手て、、口縁部が内湾する形態をもつ土器。

22~24は非常に薄手て‘、ヽ口縁部が内湾する形態をも



第21図 包含層出土土器（7)
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第22図 包含層出土土器 (8)
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第23図 包含層出土土器（ 9)

□口 ヽ， し、

9
・
”
•

庁
．＇ー、．・`

↑
げ
り
い
丑／

11 

10cm 
1 : 3 

ち、器面に輪積み痕や擦痕を残している。 31は折返し

口縁を施す。北関東的な晩期前半の土器て‘‘ある。

第VI群土器（第19図3~10、第22図1~48、第23図1

~27、第24図1~20) 

後期後半の曽谷式から安行式に併行する高井東式及

び高井東式系統の土器を一括する。

第1類（第22図1~16)

「く」の字状に屈折する口縁部が特徴的な形態の深

鉢形土器を一括する。

a (1~6) 

平口縁の土器て‘‘、内折する口縁部が無文のものと縄

文を施文した土器て‘ある。 1~ 3は内折する日縁部が

無文のものて□1の体部には斜行沈線文を施している。
4~6は口縁部に縄文施文が見られ、原体は無節Rを
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施す。体部には斜行沈線文を施している。

b (7~12) 

平口縁の土器て‘‘、内折する口縁部に沈線文を施す土

器て‘‘ある。7~9は縄文地に1条の沈線文を施す。 7に

はイボ状の貼付文を施している。10~12は無節Rを施

文し、縄文地に 2条の沈線文を施す。10、11にはボタ

ン状の貼付文を施している。

C (13~16) 

口縁部が4単位の波状形態になる深鉢形土器て‘、ロ

縁部が内折する形態のものを一括する。13、14は山形

状の波項部に縦位区切文を配し、沈線文が巡る。口唇

部にイボ状の突起を施す。15は台形状の波項部形態

て‘‘、 2段突起を施す。16は波底部の破片て□耳状の貼
付文と 2条の沈線文を施す。

第2類（第19図10.第22図18~28)

第1類と同様に口縁部がくの字状に屈折する形態て‘‘

あるが、屈折部が有段状て‘‘口縁部へ移行する形態を特

徴とし、括れ部を胴上半に有す深鉢形土器を一括する。

a (18~20) 

円柱状突起を 4単位にもつ口縁て‘ヽ、波底部に貼付文

を施した深鉢形土器て‘ある。日縁部に沈線文を施す。

18は耳状の貼付文を波底部に施し、 3条の沈線文を波

項底間に施す。19は3条沈線を施文する。20は屈折部

に刻日列を巡らし、沈線文を施す。

b (21~24) 

突起状の波項部を 4単位にもつ波状口縁の深鉢形て‘‘、

波項底間を分割する貼付文を施す土器て‘ある。21~24

は楕円状の沈線文を施すものてある。21は波項底聞を

分ける貼付文を施した破片。22は波底音随支片て‘‘、刻文

をもつ貼付文と楕円状沈線文を施す。22は波底部のロ

縁にボタン状の突起を配し、楕円状区画内に沈線文を

埋めている。23は有段の屈折部が耳状に隆起した波項

部下の破片てある。

C （第19図10、第22図25~28)

太い凹線状の沈線文を口縁部に施す土器を一括する。

25は4単位の波状口縁の深鉢形て‘ヽ、疱状貼付文と、 2条

の凹線が見られる。26、27は恐らく平口縁の深鉢形士
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器と思われる。円形圧痕文を加えた縦位貼付文が口縁

部を分割し、2条の凹線状沈線文が巡る。第19図10は

鉢形土器て‘ある。「く」の字状に屈折する口縁部には突

起を配し、凹線状沈線文が巡る。突起には内文として

円形圧痕文を施す。

第3類（第19図3• 4 • 6、第22図29~32・35・ 36・ 

38) 

口縁部形態が、体部から直線的に立ち上がる特徴て‘‘

括れ部の収縮が緩い深鉢形土器を一括する。

a （第19図4、第22図29、30)

日縁部に沈線文を施すものを一括する。第19図4は

山形の波項部をもつ波状口縁の深鉢形上器てある。波

項部及び波底部に突起を配し、日縁波項下にも縦位貼

付文を施して器面を分割する。日縁部には半裁竹管状

の施文具による平行沈線文が突起間を連結する。29、

30も同様の口縁部破片てある。

b （第19図3)

畢泉状の隆帯文を施すもの。恐らく山形の波項部を

もつi皮状口縁てご底部から緩く膨らむ胴部は括れ部か

ら直斎限的に外傾する口縁部を有す深鉢形土器て‘‘ある。

口縁部には複列の紐線状隆帯を施し、隆帯上には細か

い剌突と刻文が児られ、小突起を要所に施す。波項部

にも細かい剌突文を施している。

C （第19図6)

日縁部に枠状の隆帯文を施す。円柱状の突起には疱

と鉢巻状の貼付文を配し、波底部に 2項疱を縦位及び

疱両端の日縁に小突起を配した波状口縁の深鉢形上器

てある。口縁部には隆帯文が巡り文様帯を区画する。

区画内も隆帯を枠状に施し、凹線状の無文帯を 2段設

ける。波頂底間の口縁の外折形態が特徴的てある。

d （第22図31• 32、35• 36 • 38) 

31は突起部を欠損する波項部破片て‘‘、狭い日縁部文

様帯に 1条の沈線文を施す。 32は口縁部の文様区画が

希薄な波状口縁の土器て‘‘ある。口縁には半裁竹管状の

施文具による平行沈線文が波項部及び波底部の耳状貼

付文間に巡らす。口縁の外折形態が特徴的て‘‘ある。

35、36は狭い日縁部に突起と平行沈線文を施した波底



部の破片。38は鉢形土器て‘、ある。口縁に沿って1条沈

線文、屈折部には貼付文と並列する沈線文が区画帯を

設け、並列沈線文を斜行させる。

第4類（第19図5、7、第22図37)

日縁部の文様帯が剌突列を施した隆帯文て‘区画する

ものを一括する。第19図5は材球の突起をもつ波状口

縁の深鉢形土器てある。波項問の口縁は外折気味の形

態が見られ、波項部下に橋状の突起を配している。隆

帯は断面が三角状に尖り、刺突列が巡る。口縁は無文

帯て‘、ある。第19図7は直立気味の口縁て、、体部上半に

緩い括れ部をもつ平日縁の深鉢形上器てある。隆帯上

には剌突列が、口縁に沿っても剌突文を施している。

第22図37は恐らく山形状に突出する波項部形態の波

状口縁深鉢てある。口縁部は外傾する体部から屈折し

て直立する形態て‘‘ある。区画された文様帯には、隆帯

文に沿って半裁竹管状の施文具による平行沈線文が巡

り、突出する日縁に沿っても沈線文を施している。

第5顆（第22図33~34、39~41)

刺突文を施す深鉢形土器を一括する。

a (33~34) 

34は口縁端部を肥厚させ、体部側から削り込んて突

出させる形状が見られ、突出部に刻文を施す波状口縁

の土器てある。 33は有段状の突出部に疱状突起を配

し、「C」字状の刻文が巡る波底部の日縁部破片。

b (39~41) 

沈線文、剌突文を併用して施す土器を一括する。

39、40は波状形態の深鉢形土器と思われる。沈線文を

挟んて‘‘角頭状の刺突文が並列する。40は突起状の貼付

文を施す。41は弧線文に単列の剌突文が並列する。異

系統の土器と思われるが本群に含める。

第6類（第22図42~48)

この群の斜行沈線文を施した胴部破片を一括する。

42、43は括れ部に沈線が横帯区画を設け、斜行沈線文

を施す。44は羽状沈線文を施す括れ部の破片。45、46

は斜行沈線文を施す。47、48は並列する沈線文を稲妻

状に施す体部破片て‘、ある。

第7類（第23図l~27)

-34-

この群に含まれる半粗製系の無文土器を一括する。

a （第23図l~ 4、15~20、27)

平口縁の土器を一括する。1~4は深鉢形土器て‘‘、

口縁部に突起を配す。1は直立する口縁部に縦長疱を

施している。2は口縁を欠損するが、疱状の突起が見

られる。3は内折気味の日縁部形態て‘ヽ、日縁に小突起を

配す。4は口縁に扇状突起と疱状の突起を配している。

15~20は口縁部の外傾度に強弱をもつ鉢形土器を一

括する。器面には整形時の擦痕を粗く残す。 27は内折

する日縁部形態をもつ鉢形土器てある。

b （第23図5~14)

波状口縁の深鉢形土器を一括する。5は波項部。6

は波項部下に小突起を施す。7~9は外傾する波底部

にボタン状の突起を配し、体部の収縮の緩い形態て‘‘、

第3類dに相似する土器てある。10は体部の収縮が強

く、外傾気味に立ち上がる口縁部をもつ。11は口縁に

小突起を配す。12~14は緩やかな波状口縁の形態を有

す。器面には輪積痕と擦痕を粗く残している。

C （第23図21~26)

深鉢形土器の括れ部の破片てある。収縮度の強弱と

口縁部の開きにバラエティ ーが見られる。器面には整

形時の擦痕を粗く残す。北関東的な土器て‘ある。

第8類（第19図8、9、第24図1~20)

粗製系の無文深鉢形土器を一括する。

a （第19図8、9、第24図l~9) 

口縁部が直立するか外傾する形態て＼ 厚手の土器て‘‘

あり、器面には整形時の擦痕を粗く残す。北関東的な

後期後半の土器て‘ある。

b （第24図10~20)

口縁が内折気味の形態て、、内外面に輪積痕が部分的

に見られ、器面には擦痕を粗く残している。

第VII群土器（第21図l~27)

東北的な後期後半から晩期にかけての疱付系及び大

洞系土器を一括する。

第1類（第21図1~10)

後期後半の土器て‘‘ある。1~3は磨消縄文を施した

横帯文をもつ深鉢形土器てゞある。1は外傾する口縁に



第24図 包含層出土土器 (10)
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第25図 包含層出土土器 (II) 
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第26図 包含層出土土製品
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幅広の無文部をもち、横帯文には2個一対の貼付文を

施す。 2は横帯区画内に 2個一対の貼付文を起点に弧

線状の沈線を施す。 4~8は剌突文と弧状沈線文を施

した深鉢形土器て‘‘ある。 4は口縁に沈線区画を施し、

縦長の剌突文を充壌している。 5、6は口頸部の横帯

区画内に縦位入組文を施す。 7、8は横帯文に貼付文を

配し、下向きの弧線文を施した胴部破片。 9、10は口頸

部の文様区画内に入組文を施す深鉢形土器て‘‘ある。 9

は連結的な入組文が重畳し、細密な剌突文を充埴する。

横帯区画内には2個一対の貼付文を施す。 10は縄文施

文をもつ入組文の結合部に貼付文を施している。

第2類（第21図11~13)

晩期前半の土器を一括する。 11、12は三叉文を施し

た深鉢形土器て‘‘ある。 11は横帯区画と入組文が見ら

れ、無文域に三叉文を施す。 12は入組文結合部に彫刻

的な三叉文を施す。 13は口唇部に「B」字状突起を配

す。外傾する日縁部には縄文帯に横線文を施す。内文

として沈線が巡る。

第3類（第21図14~27)

後期後半の壺形及び注口付土器を一括する。 14、15

は並列の沈線文を多段に施すもの。 16~18は縄文帯て‘‘

構成するもの。 16は横帯区画と貼付文を施す。 17は横

帯区画と弧線系て構成する。 18は横帯区画を多段に施

す。 19は沈線を多段に施した横線区画に剌突文と小突

起を施す。 21は無節Rの縄文を施文し、疱状の突起を

施す。 20は頸部が無文てある。 22は口頸部が無文て‘‘、

肩部の区画内に木の葉状の弧線文が連続する。

23~27は注口部て‘‘、この類に含めて一括する。

第VIII群土器（第25図1~30)

後期から晩期の深鉢、鉢、浅鉢、注日付土器の底部

及び台付士器の脚部を一括する。

包含層出土土製品

土偶（第26図1~4)

1~3は山形土偶て‘‘ある。 1は上半身て、、両腕及び乳房

が表現される。頸部には沈線が、背面は肩部からの斜

行沈線文が格子状に施されている。 2、3は脚部て‘‘、

共に左脚て‘ある。 4は恐らく中空土偶の上腕部と思わ

-38-

れる。太い沈線と連続刺突文を施す、

土版（第26図5)

全体に摩耗が強いため、文様は不明瞭だが、三叉状

の沈線文が部分的に読み取れる。裏面は無文のようて‘‘

ある。小孔を穿っている。

手燭形土製品（第26図6)

器部に向かって大きな円孔を設け、把手部には小孔

を穿っている。表面には太い沈線文を弧状に施す。裏

面は無文て‘‘、調整痕を残す。

土錘（第26図7)

揚子江型の多溝土錘て‘‘、全体に研磨を施す。

耳飾り（第26図8~16)

8は耳栓状の形態て‘‘、 9は臼型て‘‘ある。共に後期中

葉頃のものて‘あろう。 10は貼付文、 11は突起文を施す。

12~13は無文。 14、15は彫刻的な三叉文と沈線が連結

する。 16は彫刻的に文様を施すものて、、三叉文と入組

文、細かい刺突が見られる。

土製円盤（第26図17~25)

17は整った円盤形の土製品て‘‘、全体に研磨を施す。

径4、2cmを測る。 18~25は土器片を利用し、周囲を打

ち欠き円形に整えたものてある。 18~22は斜行する

条線文が認められる。 23~25は口縁部を用いており、

23は紐線文土器、 25は安行2式土器て` ある。

包含層出土石器

包含層出土の石器を一括する。石器の所属時期は、

明らかてないものもあるが、概ね出土土器に対応し、

縄文時1芍紀明から晩期に帰属するものと考えられる。

石錐（第27図1)

外形は細身厚手て‘‘棒状になっており、つまみ部が僅

かに丸く膨らんて‘‘いる。横断面は菱形になるように丁

寧に仕上げられている。

掻•削器（第27図 2 • 3) 

剥片の一部に刃部加工が施されてものて‘ヽ、定型的な

掻・削器て‘‘はない。

打製石斧（第27図4~10)

平面形状は全て基部に挟りの入る、いわゆる分銅形

の打製石斧て‘ある。大きさによって 4~ 7は中形、 9.



第27図 包含層出土石器 (I)
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第28図 包含層出土石器 (2)
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10は大形に分けることがて‘‘き る。

磨製石斧（第27図11• 12) 

11は上半部を欠損する。側面を有する定格形て‘刃部

は円刃てある。12は正面に原石面を残す縦長剥片の端

縁に研磨を有する、刃部磨製石斧てある。

砥石（第27図13・14 第28図1~8)

第28図1• 2 • 6 • 7はいわゆる有溝砥石てある。

第28図1• 2は扁平礫の両面に、溝または浅い凹状の

砥石面が見られる。第28図6• 7は厚手の礫を索材に

用いられており、溝は深い。

第28図3• 4は扁平の礫を素材に長軸に平行するよ

第 2表 包含層出土石器観察表

うに鍋を思わせる屈曲面があり側縁は薄くなっている。

いわゆる石包丁状砥石て‘ある。

凹石（第28図9~12)

9 • 10は厚手楕円形の川原石の平坦面に凹を有す

る。11・12はキメの粗い大形の安山岩の礫を用いて、

両面に複数の凹を有するものて‘、ヽいわゆる蜂の巣石と

も呼ばれる。

磨石（第28図13~16)

楕円形の川原石が用い られ、正面及び裏面の擦痕が

認められる。

番号 器種 長さ／cm 幅／cm 厚さ／cm 重さ／g 石材 註記

第27図1 石錘 4 55 1.45 0.65 3.88 黒色頁岩 SK5-l区

2 掻 ・削器 3.25 2.85 0.80 9.20 ” 4区

3 掻 ・削器 4.30 5.85 1.05 28.54 II 1区 旧河道

4 打製石斧 9.80 6.50 2 90 200.27 砂岩 2区

5 打製石斧 9.10 5.15 1 60 85.88 ホルンフェルス （一括）

6 打製石斧 11.40 5.65 1.50 112. 82 II 2区

7 打製石斧 (3.00) 6.40 (1.40) 27.84 ” 5区 SD2

8 打製石斧 (6. 90) 7 80 2.40 137.25 ” 2区， 打製石斧 (11.25) 11 60 1.65 297.19 II 4区 旧河道

10 打製石斧 (12. 70) 7 85 4.35 560 60 ” 2区

11 磨製石斧 7.10 5.20 2.65 178.12 砂岩

12 磨製石斧 9.30 4.10 0.85 44.80 黒色頁岩 2区

13 砥石 8.70 4.45 1.45 68.46 砂岩 2区

14 砥石 (4.50) (6.40) 1.10 36.49 ” 2区

第28図1 有溝砥石 (15.00) (5.90) 1.55 138.26 ” （一括）

2 有溝砥石 13 55 13.95 1.80 399.39 ” 2区

3 砥石 3.20 (4.05) 0.75 12.00 ” 2区

4 砥石 4 50 (5. 90) 1.10 29.32 ” 2区

5 砥石 (3.80) 2 80 0.65 8.14 ” 2区

6 有溝砥石 (6. 75) 5 95 2.60 59.97 スコリ ア 3区

7 有溝砥石 (11. 75) 8.30 4.70 432.81 砂岩 1区SKll一括

8 砥石 (6.95) 4.60 2.55 93.97 砂岩 1区旧河道， 凹石 8.30 6.30 3.75 280. 77 角閃石安山岩 2区

10 凹石 9.20 6.60 5.65 393.06 泥岩 6区SD2

11 凹石 20.70 15.45 6.45 1860.00 スコリ ア 1区 SKlO

12 凹石 (13.05) 11.55 6.05 682.82 スコリ ア （一括）

13 磨石 (6.80) 8.60 1.85 122.75 安山岩 2区

14 磨石 7.70 5.85 4 05 281.55 角閃石安山岩 2区

15 磨石 6 90 6.50 6.10 359.88 安山岩 （一括）

16 磨石 11. 70 7.55 6.05 734.05 石英閃緑岩？ 2区
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2. 古墳時代

古墳時代の遺構・遺物はわずかてある。遺構は5区

第1号溝跡と 6区第2号溝跡の2条て‘‘、出上した遺物

及び遺構の重複関係から判断した。時期は中期のもの

と考えられる。

遺物は6区を中心に出土した。前期から後期まてゎ

第29図 古墳時代の遺物

~I' 

、̀こ7)1

＼ ／ 

口 二Iし

ずかづつ見られる。今回は調査区が狭かったため住居

跡等は検出てきなかったが周辺にこれらの遺構がある

と思われる。なお、

こり

3 区て‘‘は奈良•平安時代の遺物が

ごくわずかに出土した。

構に関しては第32図及び第4表に一括した。

し＿＿-----0 3 

ここに合わせて掲載する。遺

口言
ロLJ9

゜
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第3表 古墳時代遺物観察表

番号 器種 ロ径／cm 器高／cm 底径／cm 胎土 焼成 色調 残存 備考

1 臼玉 直径1.40cm高1.15cm孔径0.30cm重さ3.02g 90 5区SD1 

2 土師器高坪 ABDEHJ II 橙 10 6区SD2

3 土師器高坪 BDEHJ II 橙 80 6区SD2

4 土師器台付甕 (11.0) BEHJ III 明黄褐 20 6区SD2

5 土師器高杯 ABDEHJ III 橙 40 一括

6 土師器高坪 (11.6) BDEHJ III 鈍い赤褐 15 6区外面赤彩

7 土師器高坪 ABDEHJ II 鈍い橙 60 6区

8 土師器小型壺 (6.4) (2.8) ABDEHJ III 鈍い褐 30 6区， 土師器台付甕 ADHJ III 鈍い黄橙 20 6区

10 土師器台付甕 BDEHJ III 鈍い橙 15 6区

11 土師器埒 ABDEHJ II 橙 10 6区

12 土師器甑 (8.0) ABDHJ III 鈍い黄橙 10 6区

13 土師器坪 04.0) 2 5 BDEHJ Ill 鈍い橙 20 3区

14 土師器坪 13 0 3.0 DEHJ III 鈍い褐 10 6区

15 須恵器坪 (12.0) 3.6 (6.4) DEHJ III 灰黄 15 3区

16 土玉 長さ4.20cm径1.10cm孔径035cm II 橙 100 2区 重さ5.45g
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3. 中近世
第30図第 1号井戸跡

(1)井戸跡

第 1号井戸跡（第30図）

2区D-9グリッドて検出された。北側半分は調査

区外にかかる。確認面から約lmほど掘った所て、、道路

面からの深さが大きくなり危険なため調査を断念した。

平面形はやや歪んだ円形或いは楕円形を呈すると思わ

れる。大きさは検出された部分て2.3mてある。

遺物は、出士しなかった。

遺構の時期は、遺物がないことから明らかてないが

近匪のものと考えておきたい。Dあ

(2)溝跡

溝跡は、古墳時代と判断されるもの 2条を除いて12

条検出された。殆どが調査区に直行しており検出され

た長さは短い。断面は箱薬研状を呈するもの(1区s
D1・6区SD4)が見られるが他は底面が広く段を

持つものなど様々てある。また、 6区第6号溝跡は土

層断面から最低1回の掘り直しがされたことが窺える。

5区第2号溝跡からはこね鉢、常滑甕片が出土してい

るが、他の溝については出土遺物がなく、掘り込み面

の分かるものなどから判断すると、殆どは近世以降と

考えられる。

／
 ／
 2区SEl

．仁：
 

l 灰祖色土 ローム粒、木炭

2 茶褐色土 ローム粒内ロームプロック、木炭粒
3 蜘血ロー碑・ロームプロック多g

4 茶褐色士焼土粒・木炭粒多呈
5 囃色土ロー濾、ロームプロック
6 暗褐色土 ローム粒 ・木炭粒少髪

撹し／

＼ ＼ ＼ ＼ ー

A 32.40m ー：

2m 
160 

第31図溝跡出土遺物

10cm 
1 :4 

第 4表溝跡計測表 （単位： m)

遺構名 長さ 幅 深さ 時期 出土遺物 重複関係 備考

1区第 1号溝跡 5.11 0 56-0.72 0.18 近世？ SK2 

2区第 1号溝跡 3.43 近世以降 SKl 

3区第 1号溝跡 2.22 0 86-1. 38 0.48 近世

第2号溝跡

4区第 1号溝跡 5.31 0.40-0 55 0.10 sk 1 

5区第 1号溝跡 3.61 0.65-1 12 0.38 古墳時代 滑石製臼王 SD2 

第2号溝跡 3.92 1. 55-1. 63 0.26 中世 山茶碗系こね鉢・甕 S D 1 

6区第 1号溝跡 3.07 0. 98-1.15 0.86 近世？

第2号溝跡 3.15 1 20-1.35 0.75 古墳時代 土師器高坪他 SD3 

第3号溝跡 3.13 2 45-2.90 1.13 近世？ SD2 掘り直しあり

第4号溝跡 2.56 1.58-1. 70 1.33 近世？

第5号溝跡 2.14 3.68-3 83 0.88 近世？

第6号溝跡 1. 89 2.26-2 75 0.97 近世？

第7号溝跡 1.60 1. 05-1 19 0 74 近世？
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第32図 溝跡

L3320m 土：

冒
l 馬褐色土焼土粒・炭i岱涜上凶量、遠物混入

3区SD!

,;_ 33.00m -6' 

冒i声耳三疇デ 生3260m二言：~: 

"-32.50m..!:.’、

-

6区SD2• 3 

”5  

I 然褐色土浅間A、木炭兄重
2 茶褐色土浅間A、木炭ぼ

3 明褐色土ローム粒多曼

4 茶褐色土沿閤A、砂少盪

5 灰白色粘土浅閑A、砂多旦
6 胄白包は土浅間A、砂多塁

7 青白色粘土浅間A、砂、鉄分多塁
8 明褐色土黄色土主体木閑氾湿

9 黄褐色土黄色奴二次堆積ローム）の純囮

10暗褐色土炭iほり片、焼土
11和． E吐 9・10層碑給着、紀、炭嬬片

土

・"-3280吋ー丑：

2 

I 耕作土三：II 茶褐色士 浅揖IA、焼土少量l暗褐色土 浅問A、焼土 木炭粒

：二 ：：、A、口克？竺嗅
4 青灰色粘土 ローム粒少塁、木炭、焼土粒
5 灰白色粘土 ローム粒微塁、木炭、焼土粒

6区SD4

A ----- ny -

二1 茶掲色土沼勾A，木炭・焼土粒少旦2 茶褐色土 沿悶A少曼、砂

3 明褐色土浅閥A、砂

4 育灰色枯土洩悶A少呈

5 黄褐色土黄色土、炭化物微R
6 灰褐色粘土浅間A少旦
7 負灰色砂磨
8 灰白色粘土炭化笏若干、黛分
9 灰白色粘土
101'/灰色粘土炭化物若干、妙分多曼

A' 

6区SD5 6区SD6 6区SD7

I 茶掲色土浅間A・焼拉辺還
II 暗茶媒廷焼七粒、木炭粒、ローL粒
Ill 屎褐色土焼士粒・木炭粒・ローム粒少景
1 暗茶祖色土浅間A、焼土粒I屑より多量
2 暗褐色土ローム粒・焼土粒少量
3 凩褐色土焼土粒 ・木炭粒多塁

4 暗符鮭吐焼虹立、木炭粒、ローム粒

3区SD2

f;__32 70m 

芦

／ 

A-

□□ 

A32.70m A' ・- -・ 

冑
l褐色土 灰白色微粒微董

/i32.60m Il 

誓l耕作 土II茶掲色土洩関A少塁
I 掲色土浅間A、木炭粒、砂徴景

2 青灰色帖土浅間A、負色士粒少菫

3 灰白色粘土浅間A、黄色土粒少漫

4 賃褐色土漫問A、炭化物少髪

I耕作土
II 茶渇色土浅笥A
l茶褐色土浅間A少量
2 茶褐色土沿問A、焼サ立
3 暗褐色土浅閲A、木炭粒、焼土粒微g

4 熙掲色土潔』A少量木炭泣焼土

5 褐色土浅間A、木炭粒、砂微曼
6 暗掲色土 浅閑A、木炭粒、砂傍且

7 'II灰色粘土沿間A、黄色土粒少曼

8 灰白色粘土浅間A、黄色土粒少塁

言言l 褐色土浅閑A、炭化物・焼土ばt
2 茶褐色土浅関A、炭化物・焼士少呈
3 暗褐色土浅間A、炭化物しまり良

4 青灰色粘土浅間A少最砂しまり良
5 茶褐色土洩品、炭化初少量
6 灰白色粘土
7 砂府

8 灰白色粘土

9 日灰色粘土 0 2m  

l I l, 100 
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(3)土塘

士城は9基検出された。形態は円形、方形、長方形

等様々てある。

遺物が出土した。その他の土壊からは遺物の出土が殆

第33図
1区SK2

土塙

1区SK6

~ 33.!0m 

4区第1号土堀からは比較的纏まって

晨―-[

言

『

A' 

A 

A—.32.90m 

二

どないが、覆土の状況等から近世のものと考えられる。

出土した遺物は殆どが18世紀代て‘ヽ、肥前系磁器及び瀬

戸美濃系陶器て‘‘占められる。

A 

1 暗褐色土炭f'l'喋じ焼土粒少量
2 暗褐色土炭化初粒笠量、遺硲即、
3 昭邸竿炭化初位徴量、貿褐色丑惇量

2区SKI

-1!.' 二

ロニ-Jr
一 '

l 暗褐色土焼土粒、木炭粒
2躙虹虹息椋息ロームプロック
3 明褐色土焼土粒・木炭粒少量、ローム粒多量

＼ 

5区SKl

口
6区SKl

．仁 32.BOm

冒国円竺

6区SK2

ロロ⇒
.A-32.60m -1!. 

｀ 
1 黒褐色土 ローム粒少量、木炭、焼土粒
2 黒褐色土 ローム粒多量、木炭、焼土粒
3暗褐色土ローム泣ロームプロック
4 明褐色土 ローム粒、ロームプロック多量

I茶褐色土表土
11茶褐色土浅問A多量、木炭・焼土少曼
1 賃灰色粘土木炭・焼土多量
2 暗褐色粘土浅間A少量、 0ーム粒
3 木炭層木炭・灰・焼土多曼
4 灰白色粘土木炭・焼土少量
5木炭層木炭多曼、焼七心、粘tプロック
6 灰白色粘土浅悶A少量、ローム粒
7 灰白色粘土浅間A少塁
8 l'↑こ粘しまり欠

6区SK3 吋

＼ニニニ三言I 茶褐色土浅間A、焼土月見黄色土プロック多量
2 森泡土浅間A、焼士少量人叫退、責色土プロック多量

2m 
1 : 60 

第 5表 土堀計測表

追構名 グリッド 長軸 短軸 深さ 方位 時期 出土遺物 重複関係

1区第2号土猥 B-9 89 85 28 N-9 °-W 近世 焙烙 SDl 

第6号土墟 B-9 138 67 25 N-20°-W 近世

第7号土墟 A-9 145 132 16 N-10°-W 近世

2区第 1号土墟 C-8 165 114 18 N-20°-W 近世 陶磁器・土器・瓦 SD 1 

4区第 1号土猥 H-7 293 252 265 N-54°-W 近世 陶磁器・土器 SD2 

5区第 1号土堀 K-4 86 72 112 N-47°-W 近世

6区第 1号土堀 M-2 130 88 35 N-48°-W 近世

第2号土漿 L-3 75 58 43 N-0 °-W 近世

第3号土漿 M-2 209 51 39 N-61 °-W 近世

（単位： cm)
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第 34図 土塙出土遺物
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第5表 土壕出土遺物観察表

図版 法描(cm)

番号
追構 材質 器種 形状 成形

a b C d 

第34図l1区sk2土器 焙烙 33 0 5 6 3. 0 誰轄

2 4区SKl 磁器 小椀 7 2 3 4 2 6 丸形 輛輯

3 4区SKl 磁器 中椀 9 1 4 7 3 8 丸形 轄植

4 4区SKl 磁器 中椀 10 4 5 5 4 4 丸形 楠植

5 4区SKl 磁器 中椀 10 6 5 2 4 0 丸形 観籠

6 4区SKl 磁器 中椀 9 6 5 2 3 8 丸形 輔輯

7 4区SKl 磁器 小椀 7 0 端反形 輔轄

8 4区SKl 磁器 中椀 10 0 5 2 4 2 丸形 輔龍

9 4区SKl 破器 中椀 10 4 7 1 5.0 丸形 轄軽

10 4区SKl 陶器 中椀 10.0 5.8 4 3 腰張形 阜鹿軽i

11 4区SKl 陶器 香炉 10 2 半筒形 輔輯

12 4区SKl 陶器 中水注 後手棗形 阜鹿輯

13 4区SKl 磁器 水指？ 5 4 帷轄

14 4区SKl 土器 摺鉢 14. 0 胴締形 軽轄

15 4区SKl 土器 灯明受皿 11 0 2 6 5 3 油溝アーチ状 轄軽

16 4区SKl 土器 カワラケ 8 6 2 2 6 0 輪輯

17 4区SKl 土器 カワラケ 9 6 2 7 5 8 阜鹿輯

18 4区SKl 土器 カワラケ 9 1 2 0 6 0 軽櫨

19 4区SKl 土器
香炉or
12 0 6 2 9 0 半筒形 轄植

火入れ

20 4区SKl 瓦 丸瓦 2 7 

21 5区SKl 砲器 大椀 15 6 8 3 6 3 丸形 阜鹿饂

22 5区SKl 土器 灯明受皿 10 5 2 2 4 9 油溝アーチ状 軽櫨

(4)その他の遺構 ・遺物

1区て‘‘瓦の焼成に伴うと考えられる遺構があった

（第35図）。遺構は調査区北側の壁面にわずかにかかっ

ていたが平面的に残すことはてきなかった。調査区断

面には焼土を多量に含む層が観察され、 一番上に非常

に硬化した粘土があることから天井部が崩落したもの

と考えられる。 下部は被熱して赤化が激 しくその両側

に溝状の掘り込みが見 られる。遺物は第36図に示 し

第35図 瓦焼成遺構断面図

絵付釉薬 文様 特徴 胎土色 推定産地 備考

灰白 在地産

染付透明釉 外：笹 臼 肥前系

染付透明釉 外’翠花雪之伶梅花 銘 ：「大明年製」 臼 肥前系

染付透明釉 外：草花 銘 ’「大明年製」 灰白 肥前系

染付透明釉
外・ニ重網目 見．花

臼 肥前系
内：一重網目 銘 ’渦福

染付透明釉
外：二重網目 見’花

白 肥前系
内： 一重網目 銘 ：渦福

染付透明釉 外 ：笹 白 肥前系

染付透明釉 外：草花 灰臼 肥前系

染付透明釉 外：山水 灰 肥前系

灰釉鉄釉 掛分け 沈線3本 黄白 瀬戸美渡系

外．鉄磁 外’半菊文 箆削り 黄白 瀬戸美濃系 三足貼付

鉄釉 黄白 瀬戸芙濃系

外：青磁 白 肥前系

鉄釉 櫛目12本 黄白 瀬戸美濃系

鉄釉 賀臼 瀬戸美i晨系

淡褐 在地産 日：煤付着

淡褐 在地産 日：媒付着

淡褐 在地産

見：花文刻印 黄灰 在地産 三足貼付

灰白 在地産

染付透明釉 外 ：草花
見：五弁花

白 肥前系
コンニャク

銘： 「大明年製」 印判

鉄釉 黄白 瀬戸美濃系

た。1~ 4は桟瓦てある。ただし、 3については他の

瓦より厚みがあることから、種類は特定て‘きないが、

所謂役物と呼ばれる瓦の可能性がある。5~14は炉壁

と考え られる。スクリーントーンの部分は平坦面を成

し還元状態て‘ある。この部分が炉の内面と考えられる。

良好な還元状態を示しているのは、 炉の内面から5

~10mm程て‘、それより内側は明灰色或いは褐色を呈す

る。粘土にはスサの痕跡が明瞭に認め られる。5~12

II 灰褐色土 粘性弱しまり良焼土粒 ・炭化粒微量浅間A中量黄褐色土小プロック少量

Ill 緑灰褐色土 粘性弱しまり良焼土粒 ・炭化粒徴浅間A多塁暗褐色土小プロック中量

W 暗褐色土 粘性中しまり良焼土粒・炭化粒・白色徴粒少量

1 黄褐色土 粘性中焼土粒少曼炭化物粒微量硬い基盤土状の粘土

2 暗灰褐色土 粘性弱しまり弱焼土粒・焼土プロック中曼炭化物粒．灰少量、瓦破片少量

3 暗赤褐色土 粘性弱しまり欠焼土粒・焼土プロック ・炭化物粒 ・灰多量瓦破片多量

4 暗褐色土 粘性弱しまり函焼土粒 ・焼土プロック少量炭化物粒．灰徴量瓦破片少曼

5 灰褐色土 粘性中しまり良焼土粒 ・焼土プロック少量炭化物粒 ．灰微曼瓦破片中量

6 赤褐色土 焼土

2m 
1 : 60 
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第36図 瓦焼成遺構出土遺物
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第37図 グリッド出土遺物 (I)
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第38図 グリッド出土遺物 (I)
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第7表 グリッド出土遺物観察表

図版
遺構

法乱 (cm)
絵付釉薬 文様 特徴 備考

番号
材質 器種 形状 成形 胎土色 推定産地

a b C d 

第37図 l 2区 磁器 中碗 10 4 5 4 4 2 丸形 輛鑢 染付透明釉 草花 銘：「大明年製」 灰臼 肥前系

2 2区 磁器 中碗 10 6 5 2 4 2 丸形 輛輯 染付透明釉 草花 銘：「大明年製」 灰 肥前系 高台砂付着

3 2区 磁器 中碗 9 6 4. 7 4. 0 丸形 輛輯 染付透明釉 雪之輪 銘：「大明年製」 灰白 肥前系

4 2区 磁器 中碗 10 8 5 1 4 2 丸形 楠輯 染付透明釉 草花梅花 灰白 肥前系

5 1区 砲器 中碗 10.0 5 4 4 0 丸形 輔紐 染付透明釉 草花 灰 肥前系

6 1区旧iii)道 磁器 中碗 10.2 丸形 輔轄 染付透明釉 灰臼 肥前系

7 2区 磁器 大碗 14.0 丸形 轄輯 染付透明釉 灰臼 肥前系

8 2区 磁器 中碗 5 0 腰張形 軽鑢 染付透明釉 灰 肥前系 貰入

9 2区 磁器 中碗 5. 2 拳骨形 値櫨 染付透明釉 灰 肥前系 貰入

10 1区旧河道 磁器 小碗 8 0 7 0 4. 2 半筒形 軽櫨 染付透明釉 灰白 肥前系

11 2区 磁器 小碗 8.0 5 0 3. 6 端反形 轄櫨 染付透明釉 白ガラス質 瀬戸美濃系

12 2区 磁器 花瓶？ 3 6 5.8 透明釉 白 肥前系 高台砂付着
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図版 法羅 (cm)

番号
遥構 材質 器種 形状

a b C d 

第37図 13 2区 磁器 五寸JIil 14 2 4 7 7 7 端反形

14 2区 陶器 小皿 11 4 3. 7 6. 2 丸形

15 2区 陶器 鉢 4 8 浅丸形

16 2区 陶器 中碗 10 4 5 9 4 2 腰張形

17 2区 陶器 中碗 9.2 5. 7 4. 4 腰張形

18 2区 陶器 中碗 10 0 5 8 4 4 腰張形

19 1区旧河道 陶器 中碗 10 6 腰張形

20 表採 陶器 中碗 10 6 6 1 5 0 腰張形

21 1区旧河道 陶器 中碗 10 6 6 7 5 0 丸形

22 2区 陶器 小碗 6 4 4.0 3 2 壺碗形

23 2区 陶器 壺蓋 12 0 2 0 6 0 

24 2区 陶器 皿 7 0 

25 2区 陶器 Jlil 3 9 4 6 10 2 木瓜形

26 2区 陶器 三脚皿 20 0 

27 表採 陶器 中鉢 21 4 10.6 10 0 丸形

28 2区 陶器 中鉢 20 0 7 6 丸形

29 2区 土器 揺鉢 35 0 

30 2区 土器 揺鉢 35 0 

第38図 l 2区 土器 灯明皿 11.0 2.5 5.0 

2 1区旧河道 土器 カワ ラケ 9 5 1 8 6.1 

3 表採 土器 カワラケ 9 3 1 9 5.4 

4 1区1B河道 土器 焙烙 39.3 5 6 36 2 

5 2区 土器 焙烙 34 0 5 3 29 8 

6 2区 土器 土鍋？ 40 0 

7 表採 瓦 軒桟瓦 6 9 5 1 1 7 

8 2区 瓦 桟瓦 1 7 4 2 

9 2区 瓦 板塀瓦？ 2 1 1 8 

10 1区1日河道 滑石 温石 12 9 6 5 1 6 0 6 

11 2区 粘板岩 硯 9. 7 5 4 1 6 

12 1区旧河道 粘板岩 砥石 11.6 5 3 1 8 

13 1区旧iiiJ道 凝灰岩 砥石 8. 7 5 2 1 5 

14 1区旧河道 凝灰岩 砥石 13.2 2 2 1.4 

15 2区 鉄製品 釘？ 12.8 0 4 0 4 

16 4区SK1 鉄製品 釘 0 5 0 6 

17 1区SK2 鉄製品 不明 8 4 4.9 0 2 

18 1区SK2 鉄製品 不明 6. 4 4.9 0.1 

には瓦の痕跡が見られ、 10には桟瓦が残っていた。瓦

を嵌め込んだ部分には指て‘‘粘土を圧着した痕が見られ、

その後炉壁表面の粘土を塗りこんだものと考えられる。

遺構の時期は、周辺て出土する遺物に近代以後のもの

が見られないことから、他の遺構と同じく近世と考え

られる。

成形

輛櫨

輔輯

輛輯

輔輯

轄親

轄櫨

輔轄

輔輯

轄櫨

帷鑢

型打

輪輔

輪櫨

陸櫨

輛植

轄轄

帷鑢

輛轄

輔櫨

観植

輛櫨

轄輯
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絵付釉薬 文様 特徴 胎土色 推定産地 備考

見’五弁花 貰入
染付透明釉

銘：「大明年製」
淡黄灰 肥前系

染付透明釉 灰白 肥前系

鉄絵透明釉 見：山水 黄白 肥前系 京焼風

灰釉鉄釉 掛分け 沈線4本 黄灰 瀬戸美濃系

灰釉鉄釉 掛分け 沈線3本 黄灰 瀬戸美濃系

灰釉鉄釉 掛分け 沈線5本 黄灰 瀬戸美浪系

灰釉鉄釉 掛分け 沈線2本 黄灰 瀬戸美濃系

鉄釉 灰

透明釉 黄灰 肥前系 京焼風

灰釉 黄臼 瀬戸美濃系

鉄釉 黄白 瀬戸美濃系

灰釉 灰 瀬戸美濃系 目跡3ヶ所

灰釉 黄白 瀬戸美濃系

灰釉 灰 瀬戸美濃系 3足貼付

灰釉 黄白 瀬戸美濃系

灰釉 黄灰 瀬戸美濃系

口縁外帯3段
赤褐 櫛目11本

口縁内凸帯大

鉄釉 日縁折縁形 黄臼 瀬戸美濃系 櫛目17本

鉄釉 褐 瀬戸美濃系

暗褐 在地産 内外面黒色

暗褐 在地産 内外面熙色

「大極上」刻印 賀臼 在地産

黄白 在地産

黄臼 在地産

菊16弁 灰 在地産

灰 在地産

灰 在地産

側面突起

2区グリッド及び1区の旧河道を中心として近世の

陶磁器類が出土した。磁器ては肥前系の染付碗、皿が

主体を占める。陶器て‘‘は瀬戸美濃系の碗、皿が主体と

なり、肥前系の鉢、皿が見られる。士器類ては、播鉢、

灯明皿、焙烙などがある。他に瓦、砥石、硯、釘など

が出土した。時期は18世紀代が中心てある。
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